
は
じ
め
に

本
稿
は
、
拙
稿

｢

伝
寂
蓮
筆
源
氏
物
語
切
｢
花
散
里｣

の
性
格｣

の

関
連
論
考
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
を
別
稿
と
し
て
独
立
さ
せ
た
も
の
で

あ
る

(

１)

。
し
た
が
っ
て
、
行
文
や
注
に
前
記
拙
稿
と
の
重
複
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
許
容
さ
れ
た
い
。

｢

花
散
里｣

の
別
本
と
し
て
は
、『

源
氏
物
語
大
成』

(

以
下
、｢
大
成｣

と
略
記)

に
は
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本(

東
山
御
文
庫
蔵｢

各
筆
源
氏｣)

の
二
本
が
上
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
両
本
と
ゝ
も
に

『

源
氏
物
語
別

本
集
成』

第
三
巻

(

２)

(

以
下
、｢

別
本
集
成｣

と
略
記)

に
用
い
ら
れ
た

阿
里
莫
本
・
麦
生
本
は
と
も
に
河
内
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
る

(

３)

。『

源
氏
物
語
別
本
集
成
続』

第
三
巻

(

４)

(

以
下
、｢

別
本
集
成
続｣

と
略
記)

で
は
別
本
に
属
す
る
と
さ
れ
る
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本

(

以

下
、｢

鶴
見
本｣

と
略
記)

が
加
え
ら
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
本
の
別

本
が
知
ら
れ
る
こ
と
ゝ
な
る
。
本
稿
は
、
前
記
拙
稿
執
筆
時
に
別
本
と

さ
れ
る
鶴
見
本
に
つ
い
て
感
じ
た
違
和
感
の
原
因
を
自
分
な
り
に
整
理

し
て
み
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
り
、『

源
氏
物
語』

諸
本
分
類
に
お

け
る

｢

別
本｣

の
定
義
に
つ
い
て
の
再
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え

る
一
試
論
と
い
う
立
脚
点

ス

タ

ン

ス

か
ら

｢

鶴
見
本｣

全
体
を
素
材
と
し
て
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。
た
ゞ
し
、
書
誌
学
的
な
調
査
等
の
一
切
は
既
存
の

論
考
に
依
拠
し
て
お
り

(

５)

、
本
文
は
す
べ
て

｢

別
本
集
成
続｣

所
収
の
翻

刻
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く

(

６)

。
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１
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵

｢

花
散
里｣

の
異
同
状
況

整
理
方
法
と
一
覧
、
及
び
脱
落
箇
所
の
確
認

鶴
見
本
が

｢

注
目
す
べ
き
別
本｣

と
さ
れ
た
所
以
が
那
辺
に
あ
る
の

か
は
、
同
本
の
解
説
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
わ
か
り
づ
ら
い

(

７)

。
そ
こ
で
、

鶴
見
本
を
底
本
と
し
て
主
要
伝
本
と
の
校
異
を
全
文
節
に
亘
っ
て
行
い
、

手
元
に

｢

異
同
一
覧｣

を
作
成
し
た
が
、
短
編
と
は
い
え

｢

花
散
里｣

全
体
の
異
同
を
掲
示
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
以
下
の
方
法
と
方
針

で
数
値
化
し
、
そ
の
根
拠
と
な
る
箇
所
を
再
検
証
可
能
な
よ
う
に

｢

別

本
集
成｣

に
し
た
が
っ
て
文
節
番
号
を
掲
出
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
代

え
る
こ
と
ゝ
し
た

(

個
々
の
例
証
の
論
述
に
あ
た
っ
て
は
、
異
同
一
覧

か
ら
当
該
箇
所
を
掲
出
し
、
可
視
的
＝
具
体
的
な
検
証
に
努
め
た)

。

使
用
し
た
校
合
本
は
、｢

別
本
集
成｣

｢

別
本
集
成
続｣

『

河
内
本
源

氏
物
語
校
異
集
成

(

８)』
(

以
下
、｢

河
内
本
集
成｣

と
略
記)

所
収
の
諸

本
及
び
、『

源
氏
物
語
大
成

(

９)』
(

以
下
、｢

大
成｣

と
略
記)

校
合
本
の

う
ち
上
記
書
に
未
所
収
の
横
山
本

(

横)

は

｢

大
成｣

に
依
り
、
ほ
か

に
尊
経
閣
文
庫
蔵
定
家
本

(

�)

(

定)

、
東
海
大
学
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
明

融
本

(

�)

(

明)

、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本

(

�)

(

証)

、
書
芸
文
化
院
春

敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
飯
島
本

(

�)

(

飯)

、
米
国
議
会
図
書
館
蔵
本

(

�)

(

米)

、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵

(
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�)

正
徹
本

(

徹)

、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

(

サ
４

�

�)

正
徹
本

(

�)

(

研)

、
大
正
大
学
図
書
館
蔵
本

(

�)

(

正)

を
加

え
た

(

	)

。
本
文
引
用
の
際
の
諸
本
の
略
号
は
、
私
に
付
し
た
も
の
を
除
き
、

概
ね

｢

別
本
集
成｣

｢

別
本
集
成
続｣

｢

河
内
本
集
成｣

｢

大
成｣

に
倣

う
が
、｢

大
成｣

｢

河
内
本
集
成｣

が
中
京
大
学
図
書
館
蔵
大
島
本
に

｢

大｣

を
充
て
る
た
め
、
古
代
学
協
会
蔵
大
島
本
は

｢

古｣

と
し
、
日

本
大
学
蔵
三
条
西
家
本(

大
成｢

三｣

・
別
本
集
成
続｢

日｣)

は｢

日｣

、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本

(

大
成
・
河
内
本
集
成

｢

宮｣

、

別
本
集
成
続

｢

高｣)

は

｢

高｣

と
し
た
。
横
山
本
及
び

｢

河
内
本
集

成｣

所
収
の
校
異
本
文
に
つ
い
て
は
、
仮
名
遣
い
・
漢
字
仮
名
の
違
い

が
忠
実
に
反
映
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
表
記
が
確
定
で
き
る
も
の
以

外
に
は

[
]

を
付
し
た
。
校
異
符
号
は
原
則
と
し
て

｢

別
本
集
成｣

に
し
た
が
う

(


)

が
、
可
能
な
か
ぎ
り
振
り
仮
名
＝
右
傍
書
の
か
た
ち
で
処

理
し
、
処
理
し
き
れ
な
い
情
報
は
校
異
略
号
下
に

｢

↓｣

を
付
し
て
補

足
し
た
。
ま
た
、｢

別
本
集
成
続｣

に
倣
い
、
底
本
と
異
同
の
な
い
諸

本
[

底
本

｢

鶴｣

を
含
む]

を
底
本
本
文
下
に
列
記
し
た
。

〈

表
１〉
は
、
鶴
見
本
を
底
本
と
し
て
対
照
し
た
伝
本
と
の
あ
い
だ

に
一
本
で
も
異
同
が
あ
っ
た
も
の
を
す
べ
て
掲
出
し
、
そ
の
特
徴
別
に
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分
類
し
た
も
の
を
、
文
節
番
号
と
ゝ
も
に
数
値
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
鶴
見
本
が
ど
の
よ
う
な
系
統
と
近
し
い
か
を
可

視
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
々
の
異
同
に
以
下
の
記
号
を
付
し

て
明
瞭
化
を
図
っ
た
。

○

別
本
系
統

(
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本)

と
一
致

(

陽
御
の
一
方

と
の
み
の
一
致
は
○)

△

河
内
本
系
統
と
一
致

(
麦
阿
を
除
く
一
致
は
△
、
麦
阿
の
み
の

一
致
は
▲
、
麦
阿
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
の
一
致
は
▲)

×

定
家
本
系
統
と
一
致(

一
致
す
る
伝
本
が
二
分
さ
れ
る
場
合
に
、

定
古
明
を
含
ま
な
い

[

肖
保

(

特
に
肖)

な
ど
複
合
本
文
を
持

つ]

伝
本
に
の
み
一
致
す
る
も
の
は
×)

◎

鶴
見
本
の
み
の
独
自
異
文

(

脱
落
部
分
は
◎)

●

系
統
を
問
わ
ず
ご
く
少
数
の
伝
本
と
の
み
一
致

(
以
下
、｢

僅

少
異
文｣

と
呼
称)
(

脱
落
部
分
は
●)

し
た
が
っ
て
、
複
数
の
記
号
を
付
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

○
△
×

系
統
と
し
て
は
異
同
な
し

(

個
別
の
伝
本
に
異
同)

↓
系

統
不
判
別

○
△

定
家
本
系
統
と
の
み
一
致
し
な
い
↓
非
定
家
本
系
統

○
×

河
内
本
系
統
と
の
み
一
致
し
な
い
↓
非
河
内
本
系
統

△
×

別
本
系
統
と
の
み
一
致
し
な
い
↓
非
別
本
系
統

と
い
っ
た
意
味
付
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(

傍
線
付
記
号
や
▲
●

を
加
え
れ
ば
、
さ
ら
に
複
雑
に
な
る)

。｢

花
散
里｣

全
文
節
424
中
、
何

ら
か
の
異
同
が
存
す
る
の
は
283
箇
所
で
、
そ
の
内
�
箇
所
は
音
便
や
書

入
の
有
無
等
有
意
の
異
同
と
は
見
做
せ
な
い
も
の
で
あ
り

(

�)

(

音
便
等
の

表
記
に
も
あ
る
程
度
系
統
に
よ
る
分
岐
が
あ
り
、
む
や
み
に
斥
け
る
態

の
も
の
で
は
な
く
、
手
元
の
異
同
一
覧
に
は
掲
出
し
た
が
、
今
回
の
調

査
対
象
と
し
て
は
特
殊
な
も
の
を
除
き
割
愛
し
た)

、
こ
れ
を
除
く
と

241
箇
所
が
対
象
と
な
る

(

全
文
節
中
、
約
五
六
・
八
％
に
あ
た
る
↓
こ

の
数
値
は
ど
の
伝
本
を
底
本
と
し
て
も
、
対
照
伝
本
が
変
化
し
な
け
れ

ば
同
じ
で
あ
る)

。
た
ゞ
し
、
こ
の
中
に
は
二
箇
所
の
本
文
脱
落
に
よ

る
異
同
７
箇
所
が
含
ま
れ
る
の
で
、
実
質
的
に
有
効
な
異
同
は
234
箇
所

(

約
五
五
・
二
％)

と
な
る
。
以
下
に
、
分
類
別
の
数
値
と
文
節
番
号

を
示
す

(

文
節
番
号
は
三
桁
で
収
ま
る
た
め
、
千
の
位
の

｢

０｣

は
省

略
し
た)

。
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〈
表
１
〉

○
△
×

�(

002
・
011
・
021
・
042
・
044
・
054
・
066
・
067
・
074
・
085
・
128
・

164
・
171
・
182
・
185
・
209
・
211
・
219
・
232
・
238
・
244
・
250
・

254
・
259
・
263
・
273
・
287
・
311
・
313
・
316
・
328
・
351
・
370
・



表
中
、
▲
・
×
を
含
む
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
▲
及
び

▲
は
河
内
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
が
そ
こ
か
ら
外
れ
る

(

別
本
的)

要

素
を
持
っ
た
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
と
の
一
致

(

他
の
河
内
本
系
統
と
の

不
一
致)
を
示
す
も
の
で
、
○

(

別
本
系
統)

に
近
し
い
意
味
合
い
を

76

375
・
376
・
378
・
388
・
389
・
390
・
391
・
392
・
415)

○
△
×

�(

047
・
064
・
079
・
146
・
172
・
204
・
241
・
253
・
294
・
309
・
321
・

334
・
347
・
362)

○
△
×

�(

039
・
049
・
070
・
107
・
137
・
142
・
162
・
245
・
251
・
268
・
275
・

291
・
361)

○
△
×

５

(
060
・
101
・
330
・
340
・
387)

○
△
×

９

(

045
・
139
・
177
・
197
・
213
・
214
・
327
・
333
・
345)

○
△
×

４

(

083
・
084
・
123
・
198)

○
▲
×

６

(

111
・
179
・
249
・
335
・
405
・
419)

○
▲
×

１

(

104)

○
▲
×

１

(

090)

○
▲
×

２

(

150
・
350)

○
△

１

(

126)

○

×

�(

005
・
009
・
023
・
024
・
026
・
028
・
031
・
037
・
043
・
048
・
096
・

097
・
098
・
099
・
102
・
103
・
105
・
134
・
157
・
159
・
160
・
165
・

191
・
192
・
202
・
206
・
215
・
233
・
234
・
239
・
247
・
248
・
252
・

262
・
265
・
281
・
282
・
292
・
293
・
298
・
341
・
344
・
371
・
374
・

407
・
418
・
422)

○

×

�(

052
・
068
・
136
・
193
・
199
・
201
・
222
・
224
・
274
・
283
・
337
・

338
・
406
・
423)

△
×

�(

006
・
081
・
115
・
118
・
133
・
260
・
279
・
290
・
307
・
317
・
358
・

384
・
385
・
386
・
417)

△
×

２

(

095
・
336)

△
×

�(

017
・
035
・
122
・
216
・
220
・
221
・
230
・
269
・
315
・
320
・
322
・

394
・
413)

△
×

１

(

412)

△

７

(

040
・
277
・
278
・
357
・
368
・
369
・
393)

△

１

(

080)

×

�(

029
・
030
・
034
・
121
・
135
・
155
・
167
・
194
・
195
・
272
・
332
・

346
・
366
・
424)

◎

５

(

057
・
094
・
261
・
395
・
398)

◎

４

(

050
・
051
・
053
・
399)

●

３

(

058
・
363
・
404)

●

１

(

400)

●
○

×

２

(

138
・
270)

●
○

×

１

(

339)

●
○

１

(

056)

●

△

１

(

401)

●

▲
×

３

(

264
・
310
・
414)

●

×

８

(

004
・
069
・
141
・
170
・
308
・
312
・
329
・
342)



持
ち
、
×
は
定
家
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
も
の
ゝ
河
内
本
系
統
と
の
接

触
が
ま
ゝ
認
め
ら
れ
る
系
統
の
伝
本
を
示
し
、
定
家
本
・
大
島
本
・
明

融
本
等
と
対
立
す
る
部
分
で
は
、
△
に
近
し
い
こ
と
を
示
す
。
た
ゞ
し
、

●
▲
×
の
３
例
及
び
●
×
の
８
例
で
は
、
▲
は
別
本
と
は
対
立
し
、
×

も
主
た
る
河
内
本
系
統
と
は
一
致
し
な
い
特
殊
な
異
同
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
●
を
付
し
て
他
の
異
同
と
は
区
別
し
た

(

◎
●
箇
所
に
つ
い
て

は
、
後
で
改
め
て
考
察
す
る)
。
こ
う
し
た
特
異
例
は
あ
る
も
の
ゝ
、

右
の
表
は
概
ね
次
の
よ
う
に
読
み
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
を
グ
ル
ー
プ
別
に
意
味
付
け
れ
ば
、
○
△
×
型
は
個
別
異
同

タ
イ
プ
で
、
系
統
判
別
の
材
料
と
は
な
り
に
く
い
異
同
型
で
あ
る
。
○

△
型
は
非
定
家
本
系
統
、
○
×
型
は
非
河
内
本
系
統
、
△
×
型
は
非
別

本
系
統
に
な
り
、
○
型
は
別
本
系
統
、
△
型
は
河
内
本
系
統
、
×
型
は

定
家
本
系
統
と
な
る

(

○
×
・
▲
×
・
○
×)

。
こ
れ
ら
を
概
観
す
る

と
、
定
家
本
系
統
が
排
除
さ
れ
る
異
同
は
�(

○
△)

＋
１(

○)

＋
�

(

△)

＋
３(

▲
×)

＋
８(

×)

＝
�
箇
所

(

234
箇
所
中
二
一
・
八
％)

、

河
内
本
系
統
が
排
除
さ
れ
る
異
同
は
�(

○
×)

＋
１(

○)

＋
�(

×)

＋

３(

▲
×)

＋
８(

×)

＝
�
箇
所

(

四
一
・
五
％)

、
別
本
系
統
が
排
除

さ
れ
る
異
同
は
�(

△
×)

＋
�(

△)

＋
�(

×)

＋
３(

▲
×)

＋
８

(

×)

＝
�
箇
所

(

二
七
・
四
％)

と
な
る
。
各
系
統
が
支
持
さ
れ
る

異
同
数
は
各
数
値
を
全
体
数

(

234)

か
ら
引
い
た
数
値
と
な
り
、
定
家

本
系
統
183

(

七
八
・
二
％)

・
河
内
本
系
統
137

(

五
八
・
五
％)

・
別
本

系
統
170

(
七
二
・
六
％)

と
な
る
が
、
別
本
系
統
単
独
の
一
致
は
次
の

一
例

(

056)
に
す
ぎ
な
い
。
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〈
表
２
〉

○
△
×
グ
ル
ー
プ(

�)

↓
○
△
×(

	)

・
○
△
×(

�)

・
○
△
×(


)

・

○
△
×(

５)

○
△

グ
ル
ー
プ(

�)

↓
○
△
×(

９)

・
○
△
×(
４)
・
○
△(

１)

○

×
グ
ル
ー
プ(

�)

↓
○
▲
×(

６)

・
○
▲
×(

１)

・
○
▲
×(

１)

・

○
▲
×(

２)

・
○
×(

�)

・
○
×(
�)

△
×
グ
ル
ー
プ(

�)

↓
△
×(

�)

・
△
×(

２)

○

グ
ル
ー
プ(

１)

↓
●
○(

１)

○

×
グ
ル
ー
プ(

３)

↓
○
×(

２)

・
○
×(

１)

△

グ
ル
ー
プ(

�)

↓
△
×(


)

・
△
×(

１)

・
△(

７)

・
△(

１)

×
グ
ル
ー
プ(

�)

↓
×(

�)

▲
×
グ
ル
ー
プ(

３)

↓
●
▲
×(

３)
×
グ
ル
ー
プ(

８)

↓
●
×(

８)

無
印

グ
ル
ー
プ(

８)

↓
◎(

５)

・
●(

３)

脱
文

グ
ル
ー
プ(

７)

↓
◎(

４)

・
●(

１)

・
●
○
×(

１)

・
●
△(

１)



056
●
○
み
心
の
み

(

鶴)

・
御
心
の
み

(

陽)

―
御
心
の
み
そ

(

尾
高

天
飯

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・
こ
ゝ
ろ
を
の
み

(

麦)

・
御
心

を
の
み

(

定
古
明
三
阿
国
肖
為
日
保
前
米

[

横])

・
御
心
を

の
み
そ

(

御)

・
御
こ
ゝ
ろ
を
の
み

(

伏
穂)

別
本
と
の
一
致
を
考
慮
に
入
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
定
家
本
系
統
の
み

と
の
一
致
は
�(

○
×
型)
＋
�(

×
型)

＝
�
箇
所

(

三
六
・
三
％)

、

河
内
本
系
統
の
み
と
の
一
致
は
�(

○
△
型)

＋
�(

△
型)

＝
�
箇
所

(

一
五
・
四
％)

と
概
算
さ
れ
る
。
○
△
グ
ル
ー
プ

(

�)

と
○
×
グ

ル
ー
プ

(

�)

の
数
値
差
も
極
め
て
大
き
く
、
こ
う
し
た
点
か
ら
は
、

鶴
見
本
の
本
文
は
定
家
本
系
統
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
こ
に
河
内
本
系

統
の
要
素
が
加
わ
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

鶴
見
本
が
陽
明
文
庫
本
や
御
物
本
と
い
っ
た
古
本
系
別
本

(

�)

と
の
一
致

に
よ
り

｢

別
本｣

と
認
識
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
こ
と
は
、
右
の
一
覧
で

も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
は
別
の
形
で

｢

別
本｣

と
考
え
る
根

拠
と
な
り
得
る
の
が
◎
●

(

独
自
異
文
か
ご
く
少
数
の
伝
本
と
一
致
す

る)

グ
ル
ー
プ
の
存
在
で
あ
り
、
本
稿
の
目
的
も
こ
れ
ら
の
本
文
の
検

討
を
通
し
て
鶴
見
本
の
持
つ
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、

◎
●
グ
ル
ー
プ
の
考
察
に
入
る
前
に
、
脱
落
箇
所

(

◎
●)

に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
た
い
。

�
〈
鶴
見
本
〉
れ
い
の
御
心
な
れ
は
さ
す
か
に
わ
す
れ
は
て
給
は
ぬ
に

人
の
み
心
の
み
つ
き
は
て
給
へ
る
め
る
を
も

〈
定
家
本

(

	)

〉
れ
い
の
御
心
な
れ
は
さ
す
か
に
わ
す
れ
も
は
て
た
ま
は

す
わ
さ
と
も
ゝ
て
な
し
た
ま
は
ぬ
に
人
の
御
心
を
の
み
つ
く
し
は

て
た
ま
ふ
へ
か
め
る
を
も

定
家
本
の
傍
線
部
が
脱
落
箇
所
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
の
箇
所

を
含
め
た
前
後
の
異
同
状
況
を
見
て
み
る
と

(

※
は
、
音
便
や
書
入
の

有
無
等
の
違
い
で
、
本
文
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
こ
と
を
示
す)

、

048
○
×
さ
す
か
に(

鶴
定
古
明
三
陽
御
国
肖
為
日
伏
穂
保
前
米[

横])

―
ナ
シ

(

麦
阿
尾
高
天
飯
七
平
大
鳳
兼)

・
さ
す
か

(

岩)

049
○
△
×
わ
す
れ
も
は
て

(

鶴
定
古
明
三
御
麦
阿
尾
国
肖
為
日
伏
穂

保
前
高
天
飯
米[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

―
わ
す
れ
は
て(

陽)

050
◎
ナ
シ

(

鶴)

―
給
は
す
＄
は
ぬ
に(

前)

・
た
ま
は
す

(

定
陽
麦
尾
国
日
伏

高
天
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

・
給
は
す

(

古
明
三
御
阿
肖

為
穂
保
飯)

051
◎
ナ
シ

(

鶴)

―
わ
さ
と

＄

＄

＄

(

前)

・
わ
さ
と

(

陽
高
天
飯

[

七
平
大

鳳
兼
岩])

・
わ
さ
と
も(

麦
阿
尾
肖
米)

・
わ
さ
と
は(

御)

・

わ
さ
と
も(

定
古
明
三
国
為
日
穂
保[

横])

・
わ
さ
と＋
も(

伏)
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052
○
×
ナ
シ

(

鶴
定
古
御
国
為
日
伏
穂
保
前
横)

―
は
た

(

陽
麦
阿

尾
肖
高
天
飯
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

053
◎
ナ
シ

(

鶴)

―
も＄

て＄

な＄

し＄

(

前)

・
ゝ

(

も)

て
な
し

(

定
古
三
日
穂

[
七
平
大
鳳
兼
岩
横])

・
も
て
な
し

(

陽
御
麦
阿
尾
国
肖
為

伏
保
前
高
天
飯
米)

・｢

も
て
な
し

(

明)

054
○
△
×
給
は
ぬ
に

(
鶴
古
明
陽
御
尾
肖
為
日
伏
穂
保
天
飯)

・
た

ま
は
ぬ
に

(

定
三
麦
阿
国
高
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

―
給＄

は＄

ぬ＄

に＄

(

前)

055
※
人
の

(

鶴
定
古
明
三
陽
麦
阿
尾
国
肖
為
日
穂
保
前
高
天
天
飯
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

・
人
の
＝
花
散

(
高)
・
ひ
と
の

(

御
伏)

・

人
の

＄
＋
人
の(

前)

―
〈
対
照
異
同
ナ
シ
〉

056
●
○
み
心
の
み

(

鶴)

・
御
心
の
み

(

陽)

―
御
心
の
み
そ

(

尾
高

天
飯

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・
こ
ゝ
ろ
を
の
み

(
麦)
・
御
心

を
の
み

(

定
古
明
三
阿
国
肖
為
日
保
前
米

[

横])

・
御
心
を

の
み
そ

(

御)

・
御
こ
ゝ
ろ
を
の
み

(

伏
穂)

057
◎
つ
き
は
て

(

鶴)

―
つ
く
し
は
て

(

定
古
明
三
陽
御
麦
阿
尾
国

肖
為
日
伏
穂
保
前
高
天
飯
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

058
●
給
へ
る
め
る
を
も

(

鶴
大)

―
た
ま
ふ
へ
か
め
る
を
も

(

定
尾

[

七
平
鳳
兼
岩
横])

・
給
へ
り
め
る
を

(

御)

・
給
へ
か
め
る

を
も

(

明
三
陽
麦
阿
肖
日
保
前
天
飯)

・
給
ふ
へ
か
め
る
を

も

(

古
米)

・
給
へ
か
め
る
お
も

(

伏)

と
な
る
。
注
目
す
べ
き
は
前
田
家
言
経
本

(

以
下
、｢

言
経
本｣

と
略

称)

の
異
同
で
あ
り
、｢

別
本
集
成
続｣

に
よ
っ
て
言
経
本
の
翻
刻
本

文
を
再
建
す
る
と
、

〈
言
経
本
〉
れ
い
の
御
心
な
れ
は
さ
す
か
に
わ
す
れ
も
は
て
給
は
す

＄
は
ぬ
に

わ＄

さ＄

と＄

も＄

て＄

な＄

し＄

給＄

は＄

ぬ＄

に＄

人
の
＄
＋
人
の

御
心
を
の
み
つ
く
し
は
て
給
へ

か
め
る
を
も

と
な
る
。
こ
の
ミ
セ
ケ
チ
・
訂
正
部
分
を
本
文
に
反
映
す
る
と
、｢

わ

す
れ
も
は
て
給
は
ぬ
に
人
の｣

と
な
り
、
前
後
に
小
異
は
あ
る
も
の
ゝ

鶴
見
本
が
示
す
本
文
に
一
致
す
る
。
言
経
本
の
ミ
セ
ケ
チ
・
訂
正
が
親

本
に
由
来
す
る
も
の
か
校
合
に
よ
る
も
の
か
は
判
断
で
き
な
い

(

お
そ

ら
く
後
者
で
あ
ろ
う)

が
、
少
な
く
と
も
鶴
見
本
と
同
様
の
本
文
を
持

つ
伝
本
と
の
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う

(

言
経
本
は
戦
国

後
〜
末
期
の
書
写
に
か
ゝ
る
伝
本
で
あ
り
、
鶴
見
本
や
そ
れ
と
書
承
関

係
に
あ
る
伝
本
と
の
接
触
は
、
充
分
に
考
え
ら
れ
る)

。

定
家
本
の

｢

源
氏
が
い
つ
も
の
御
性
向
で

(

一
度
逢
瀬
を
交
わ
し
た

女
性
は)
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
が
、
わ
ざ
と
も
て
な
し

(

格
別
に
は

[

お
通
い
に
な
る
女
性
と
し
て]

お
扱
い
に
な
り)

な
さ
ら
な
い
の
で
、
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花
散
里
は
悩
み
が
ち
で
あ
る｣

と
い
う
行
文
は
、
鶴
見
本
の
よ
う
に

｢
わ
ざ
と
も
て
な
し｣

が
な
く
て
も
文
意
と
し
て
は
そ
れ
な
り
に

(｢

源

氏
は
お
忘
れ
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
花
散
里
に
は
そ
れ
が
上
手
く
伝
わ

ら
ず
悩
ん
で
い
る｣

と
い
っ
た
風
に)

通
じ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う

が
、
諸
伝
本
の
異
同
状
況
か
ら
は
、
目
移
り
の
よ
る
脱
文
と
考
え
て
お

い
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る

(

言
経
本
以
外
に
こ
の
部
分
に
脱
文
や
そ

の
痕
跡
を
持
つ
伝
本
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
し
て
い
な
い

(

�))

。
こ
の
脱

落
部
分
に
接
し
て
、
鶴
見
本
の
特
殊
本
文
が
集
中

(

056
〜
058)

す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
鶴
見
本
の
祖
本
や
親
本
が
こ
の
部
分
に
集
中
的
に

問
題
を
抱
え
た
伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
意

味
で
も
、
別
本
で
あ
る
陽
明
文
庫
本
と
の
一
致

(
056)

や
独
自
異
文

(

057)

の
存
在
を
も
っ
て

｢

別
本｣

と
の
判
断
を
下
す
こ
と
は
、
こ
の
部

分
に
関
し
て
は
よ
り
一
層
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

�
〈
鶴
見
本
〉
か
り
に
も
見
給
か
き
り
は
お
し
な
へ
た
る
き
は
に
し
あ

ら
ね
は
や
さ
ま
�
�
に
つ
け
て
ゆ
う
に
わ
れ
も
人
も
な
さ
け
を
は

か
は
し
つ
ゝ
す
く
し
た
ま
ふ
な
り
け
り

〈
定
家
本
〉
か
り
に
も
み
た
ま
ふ
か
き
り
は
を
し
な
へ
て
の
き
は
に

は
あ
ら
す
さ
ま
�
�
に
つ
け
て
い
ふ
か
ひ
な
し
と
お
ほ
さ
る
ゝ
は

な
け
れ
は
に
や
に
く
け
な
く
わ
れ
も
人
も
な
さ
け
を
か

〈
判
読
〉は
し
つ
ゝ

す
く
し
た
ま
ふ
な
り
け
り

〈
陽
明
文
庫
本
〉
か
り
に
も
み
給
か
き
り
は
を
し
な
へ
て
の
き
わ
に

は
あ
ら
ね
は
に
や
さ
ま
�
�
に
つ
け
て
ゆ
ふ
か
ひ
な
し
と
お
ほ
さ

る
ゝ
は
な
け
れ
は
に
く
け
な
く
わ
れ
も
人
も
な
さ
け
を
か
は
し
つ
ゝ

す
き
給
な
り
け
り

傍
線
部
が
脱
落
箇
所
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
部
分
の
諸
本
異
同
は
、

393
△
お
し
な
へ
た
る

(

鶴
麦)

・
を
し
な
へ
た
る

(

阿
尾
肖
高
天
飯

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

―
を
し
な
へ
て
の

(

定
古
明
三
陽
御
国

為
日
穂
保
前
米

[

横])

・
お
し
な
へ
て
の

(

伏)

394
△
×
き
は
に
し

(

鶴
麦
阿
尾
肖
高
天
飯

[

七
平
大
兼])

・
き
は
に±
し

(

鳳)

―
き
わ
に
は

(

陽)

・
き
は
に
は

(

定
古
明
三
御
国
為

日
伏
穂
保
前
米
岩

[

横])

395
◎
あ
ら
ね
は
や

(

鶴)

―
あ
ら
す

(

定
古
御
国
伏
保

[

横])

・
あ

ら
ぬ

(

明
三)

・
あ
ら
ね

(

天)

・
あ
ら
ね
は

(

麦
尾
肖
高

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・
な
ら
ね
は

(

阿
飯)

・
あ
ら
ね
は
に
や

(
陽
為
日
穂
米)

・
あ
ら＋
ぬ

ね＄

は＄

に＄

や＄

(

前
↓｢

ぬ△
＆｣

・｢

ね
＝
ね
は
に
や｣

〈
左
〉)
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398
◎
ゆ
う
に

(

鶴)

―
ゆ
ふ
か
い
な
し
と

(

陽)

・
い
ふ
か
ひ
な
し
と

(

定
古
明
三
御
国
為
日
伏
穂
保
前
米

[

横])

・
い
ふ
か
ひ
な

し
な
と

(

麦
阿
尾
肖
高
天
飯

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

399
◎
ナ
シ

(
鶴)

―
お
ほ
さ
る
ゝ
は

(

定
古
明
三
陽
御
麦
阿
尾
国
肖

為
日
伏
穂
保
前
高
天
飯
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

400
●
ナ
シ(

鶴
米)
―
な
け
れ
は(

陽
尾
高
天
飯[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・

な
け
れ
は
に
や

(
定
古
明
三
御
麦
阿
国
肖
為
日
伏
穂
保
前
高

天

[

横])

401
●
△
ナ
シ

(

鶴
麦
阿
尾
高
天
飯

[
七
平
大
鳳
兼
岩])

―
に
く
け
な

く

(

定
古
明
陽
御
国
肖
日
伏
穂
保
前
米)

・
に
く
気
な
く

(

三)

・
に
く
け
な
う

(

横)

・
に
く
け
も
な
く

(

為)

404
●
な
さ
け
を
は

(

鶴)

・
な
さ
け
お
は

(

伏)

―
な
さ
け
を

(

定
古

明
三
国
肖
為
日
穂
保
高
天
飯
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

・
情

を

(

前)

405
○
▲
×
か
は
し
つ
ゝ

(

鶴
古
明
三
陽
御
麦
阿
国
肖
為
日
伏
穂
保
前

米

[

岩
横])

―
△
は
〈
虫
損
〉

し
つ
ゝ

(

定)

・
か
は
し

(

尾
高
天
飯

[

七
平
大
鳳
兼])

406
○
×
す
く
し

(

鶴
定
古
明
三
御
国
肖
為
日
伏
穂
保
前
米

[

横])

―

す
き(

陽)

・
す
く
い(

麦
尾
高
天
飯[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・

す
く
ひ

(

阿)

407
○
×
た
ま
ふ
な
り
け
り

(

鶴
定

[

横])

・
給
な
り
け
り

(

古
三
陽

御
国
伏
穂
保
前)

・
給
ふ
な
り
け
り

(

明
為
米)

・
給
也
け
り

(

肖)

―
た
ま
ふ
や
う
な
り

(

尾
高
飯)

・
給
や
う
な
り

(

麦

阿
天

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

と
な
っ
て
い
る
。
一
覧
し
て
気
づ
く
よ
う
に
、
�
は
定
家
本
系
統
と
河

内
本
系
統
が
明
瞭
に
対
立
す
る
箇
所
に
あ
た
り
、
河
内
本
を
代
表
す
る

尾
州
家
河
内
本

(

以
下
、｢

尾
州
家
本｣

と
略
記)

の
翻
刻
本
文
を

｢

別
本
集
成｣

に
よ
り
再
建
す
る
と
、

〈
尾
州
家
本
〉
か
り
に
も
見
た
ま
ふ
か
き
り
は
を
し
な
へ
た
る
き
は

に
し
あ
ら
ね
は
さ
ま
�
�
に
つ
け
て
い
ふ
か
ひ
な
し
な
と
お
ほ
さ

る
ゝ
は
な
け
れ
は
わ
れ
も
人
も
な
さ
け
を
か
は
し
す
く
い
た
ま
ふ

や
う
な
り

と
な
る
。
尾
州
家
本
の
本
文
で
は
、｢

か
り
そ
め
に
も
関
係
な
さ
っ
た

女
君
は
、(

み
な)

並
々
の
身
分
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
�
�
何
の
取

り
柄
も
な
い
な
ど
ゝ
お
思
い
に
な
る
方
は
な
い
か
ら
、
源
氏
も
女
君
た

ち
も
や
さ
し
く
し
合
っ
て
お
過
ご
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ｣

＝｢

互
い

に
相
手
の
女
君
に
対
し
て
自
分
を
卑
下
す
る
こ
と
も
な
く
、
表
面
立
っ

て
は
問
題
な
く
過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る｣

と
い
っ
た
表
現
と
な
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り
、
仲
良
く
過
ご
し
て
い
る
が
内
面
は
ど
う
だ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ

た
根
拠
の
曖
昧
な
推
測
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

(｢

あ
ら
ね
ば｣

―｢

な

け
れ
ば｣
の
重
畳
も
煩
わ
し
い)

。
や
は
り
、｢

に
く
げ
な
く

(

見
苦
し

い
こ
と
も
な
く)｣

と
女
房
視
点
か
ら
そ
の
判
断
理
由
を
明
示
し
た
方

が
わ
か
り
易
い
。

鶴
見
本
の
場
合
、｢
ゆ
う
に｣

を
ど
う
解
す
る
か
に
よ
っ
て
解
釈
は

ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
く
る
が
、
字
面
通
り

｢

優
に

(

す
ぐ
れ
て
、
立
派

に)｣

と
取
っ
て
解
釈
す
る
と
、｢
普
通
の
ご
身
分
で
は
な
い
か
ら
か
、

ど
の
よ
う
な
場
面
で
も
ご
立
派
に
振
る
舞
わ
れ
て
、
自
分
も
ほ
か
の
方

も
分
け
隔
て
な
く
睦
ま
じ
く
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る｣

と
い
う
よ
う

な
、
各
々
の
育
ち
の
良
さ
や
自
尊
心
に
基
づ
い
た
融
和
的
な
均
衡
の
描

写
と
な
る

(｢

ゆ
う
に｣

は

｢

に
く
げ
な
く｣

の
代
わ
り
を
充
分
に
果

た
し
て
い
る)

。
た
ゞ
し
諸
本
の
異
同
状
況
か
ら
は
、
こ
れ
を

｢

い
ふ

か
ひ
な
し｣

の

｢

い
ふ｣

の
表
記
が
変
質
し
た
も
の
と
考
え
る
方
が
蓋

然
性
が
高
そ
う
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
鶴
見
本
本
文
は

｢

さ
ま
�
�

に
つ
け
て
い
ふ
に

(

事
あ
る
ご
と
に
口
に
出
す
け
れ
ど)｣

＝｢

み
な
、

等
し
並
み
の
身
分
で
は
な
い
の
で
、
色
々
と
問
題
は
表
面
化
す
る
け
れ

ど
、
な
ん
と
か
上
手
く
や
っ
て
い
る｣

と
で
も
解
釈
す
る
ほ
か
な
さ
そ

う
で
あ
る(

こ
れ
は
こ
れ
で
破
滅
的

デ
ィ
ザ
ス
ト
ゥ
ラ
ス

＝
現
実
的

リ
ア
ル

な
均
衡
で
は
あ
る
が)

。

こ
の
あ
た
り
は
、
脱
文
直
前
ま
で
は
河
内
本
系
統
と
の
一
致
が
顕
著

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
河
内
本
系
統
の
本
文
か
ら

｢

か
ひ
な
し
と
お
ほ

さ
る
ゝ
は
な
け
れ
は｣

を
脱
し
て
成
立
し
た
本
文
と
理
解
さ
れ
る
が
、

文
末
で
は

｢

た
ま
ふ
な
り
け
り｣

と
こ
の
よ
う
な
女
君
た
ち
の
あ
り
よ

う
に
感
心
す
る
定
家
本
な
ど
の
表
現
に
合
流
す
る
。
こ
の
脱
文
の
前
後

に
も
�
の
場
合
と
同
様
に
独
自
異
文

(

395)

・
僅
少
異
文

(

404)

が
存

し
て
お
り
、
脱
文
自
体
を
含
め
て
解
釈
可
能
な
特
殊
本
文
と
し
て

｢

別

本｣

に
組
み
入
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
陽
明
文
庫
本
・
御
物

本
と
い
っ
た
古
本
系
別
本
と
は
一
致
＝
近
似
せ
ず
、
後
発
的
本
文
で
あ

る
河
内
本
と
の
一
致
が
目
立
っ
て
し
ま
う
。
鶴
見
本
は
人
物
比
定
の
書

入
以
外
、
本
文
に
関
す
る
書
入
や
校
合
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
な
く

(

105

｢

い＋

てさ

ゝし｣

の
１
例
の
み)

、
ほ
ゞ
親
本
を
忠
実
に
＝
疑
問
な
く
書
写
し

た
伝
本
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
脱
文
や
異
文
も
お
そ
ら
く
は
親
本

や
そ
の
祖
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
次
に
こ
れ
ら
の
脱
文
に

関
係
す
る
異
文
以
外
の
異
同
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
淵
源
す
る
と
こ
ろ

に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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２
、
鶴
見
本
僅
少
異
文
の
確
認
と
検
討

完
全
な
独
自
異
文
で
あ
る
◎
４
例

(

094
・
261
・
395
・
398)

を
除
き
、

僅
少
異
文
を
示
す
●
を
付
し
た
�
例
を
タ
イ
プ
別
に
分
け
て
確
認
し
て

行
き
た
い
。
●
の
３
例

(
058
・
363
・
404)

は
、
系
統
的
な
傾
向
を
見
出

せ
な
い
異
同
で
、
058
・
404
は
既
出

(

脱
文
�
�
参
照)

の
た
め
、
363

の
み
を
掲
出
し
て
お
く
。

363
●
お
ほ
し
く
ら
へ
る

(

鶴
穂)
―
お
ほ
し
く
ら
へ
ら
る

(

定
古
明

三
御
尾
国
肖
為
日
伏
保
前
高
天
飯
米
[

七
大
鳳
兼
岩
横])

・

お
ほ
し
く
ら
へ
ら
る
ゝ＄

(

陽)

・
お
ほ
し
く
ら
へ
ら
る
ゝ

(

平)

・
お
も
ほ
し
く
ら
へ
ら
る

(

麦
阿)

058
が
大
島
河
内
本
、
404
が
伏
見
天
皇
本
と
の
み
一
致
し
、
363
は
穂
久

邇
文
庫
本
と
の
み
一
致
し
て
い
る
。｢

河
内
本
集
成｣

が
吉
田
本

(
伏

見
天
皇
本)

を
校
合
本
と
し
て
掲
上
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
伏
見

天
皇
本

｢

花
散
里｣

は
定
家
本
系
統
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

穂
久
邇
文
庫
本
も

｢

別
本
集
成｣

で
は
な
く

｢

別
本
集
成
続｣

に
採
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
定
家
本
系
統
の
一
本
と
判
断
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
よ
う

(

た
ゞ
し
、
穂
久
邇
文
庫
本
が
単
純
な

｢

青
表
紙
本｣

系
統
で
な
い
こ
と
は
、
前
記
拙
稿
で
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る)

。
058

｢

給
へ
る
め
る
を
も｣

(

他
本

｢

た
ま
ふ
へ
か
め
る
を
も｣)

は

｢

る

(

留)｣

と

｢

か

(

可)｣

の
誤
写
、
363
は

｢

ら

(

良)｣

の
誤
脱
が
容
易

に
予
測
さ
れ
る
。
404

｢

な
さ
け
を
は｣

(

他
本

｢

な
さ
け
を｣)

も
単
純

な
誤
写
で
は
な
い
も
の
ゝ
文
脈
的
に
は
さ
ほ
ど
無
理
の
な
い
範
囲
の
異

同
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
３
例
は
ど
の
よ
う
な
伝
本
に
も
見
掛
け
る
許
容

範
囲
内
の
異
同
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

残
り
の
異
同
で
は
、
●
○
の
１
例
056

(

既
出
↓
脱
文
�
参
照)

の
み

が
、
×
を
含
ま
な
い
異
同
と
な
っ
て
い
る
。
鶴
見
本

｢

み
心
の
み｣

に

一
致
す
る
の
は
陽
明
文
庫
本

(｢

御
心
の
み｣)

の
み
で
あ
る

(

鶴
見
本

は
屡
々｢

御｣

を｢

み｣

と
訓
じ
て
お
り[

002
・
056
・
204
・
260
の
４
例]

、

こ
の
部
分
は
異
同
と
は
見
做
さ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
鶴
見
本
書
写
者

ま
た
は
そ
の
親
本
・
祖
本
の
筆
書
者
が
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
と
何
ら
か
の

繋
が
り
を
有
し
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る

(

�))

。
当
該

箇
所
で
は
河
内
本

｢

御
心
の
み
そ｣

―
定
家
本

｢

御
心
を
の
み｣

が
対

立
し
て
お
り
、
前
後
を
見
較
べ
て
も
ど
ち
ら
に
基
づ
い
た
誤
脱
の
可
能

性
が
高
い
か
は
判
断
で
き
な
い

(

�)

。
別
本
系
統
で
は
御
物
本
が

｢

御
心
を

の
み
そ｣
と
独
自
異
文
と
な
っ
て
お
り
、
鶴
見
本
が
な
け
れ
ば
陽
明
文

庫
本
も
独
自
異
文
と
な
る

(

た
ゞ
し
、
御
物
本
と
定
家
本
か
ら
は
河
内
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本
本
文
の
合
成
は
可
能
で
あ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
・
鶴
見
本
と
定
家
本

か
ら
は
河
内
本
本
文
は
作
れ
な
い)

。
前
述
し
た
よ
う
に
鶴
見
本
と
陽

明
文
庫
本
の
み
が
一
致
す
る
の
は
、
こ
の
１
例

(

056)

の
み

(

御
物
本

と
は
０
例)
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
鶴
見
本
の
別
本
性
を
論
じ
る
こ

と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
と
い
う

古
本
系
別
本
群
と
は
距
離
が
あ
り
、
同
一
系
統
に
括
れ
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
本
例
も
脱
文
�
の
直
後
に
存
し
て
お
り
、
親
本
・
祖
本
の

本
文
的
混
乱
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
し
て
、｢

を｣
｢

そ｣

い
ず
れ
か
の

脱
字
を
疑
う
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
×
を
含
む
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。
×
が
別
本

系
統
と
一
致
す
る
●
○
×
２
例

(

138
・
270)

及
び
●
○
×
１
例

(

339)

の
計
３
例
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

138
●
○
×
お
し
か
へ
さ
せ

(

鶴)

・
を
し
か
へ
さ
せ

(
陽
御
肖
保)

―

お
さ
へ
さ
せ

(

麦
飯)

・
を
さ
へ
さ
せ

(

阿
尾
高
天

[
七
大

鳳
兼
岩])

・
を
し
か
へ
さ
せ
て

(

定
古
明
三
国
為
日
前
米

[

横])

・
お
し
か
へ
さ
せ
て(

伏)

・
を
し
か
ゑ
さ
せ
て(

穂)

270
●
○
×
あ
ら
さ
り
し
か
と

(

鶴
陽
御
肖)

―
な
ら
さ
り
し
か
と

(

麦
阿
尾
高
天
飯

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・
な
か
り
し
か
と

(

定
古
三
国
為
日
伏
穂
保
米

[

横])

・
な
か
り
し
か
と
も＄

(

前)

・
な
り
＝
な
か
り

し
か
と

(

明)

339
●
○
×
あ
は
れ
と(

鶴
陽
肖)

・
あ
は
れ
に＄
と(

前)

―
ナ
シ(

御)

・

あ
は
れ
に

(

定
古
明
三
国
為
日
伏
穂
保
米

[

横])

・
あ
は
れ

と
も
の
を

(

飯)

・
あ
わ
れ
と
物
を

(

麦)

・
あ
は
れ
と
物
を

(

尾
高

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・
哀
と
物
を

(

阿)

・
あ
は
れ
と

も
の

(

天)

138
・
339
は
定
家
本
系
統
に
近
く
、
270
は
河
内
本
系
統
に
近
い
異
同
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
138
で
は
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
に
肖
柏
本
・

保
坂
本
、
339
で
は
陽
明
文
庫
本
に
肖
柏
本
・
言
経
本
訂
正
本
文
が
一
致

し
、
270
で
は
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
と
肖
柏
本
の
み
が
鶴
見
本
に
一
致

す
る
。
脱
文
�
で
見
た
よ
う
に
言
経
本
訂
正
本
文
が
鶴
見
本
に
一
致
す

る
こ
と
は
興
味
深
い
が
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
肖
柏
本
の
存
在
で

あ
ろ
う
。
３
例
と
も
行
文
的
に
は
ま
っ
た
く
問
題
の
な
い
異
同
で
あ
る

が
、
138
・
270
は
別
本
に
共
通
す
る
異
同
で
あ
り
、
339
も
御
物
本
の
行
文

は

｢

み
な
い
と
さ
ら
な
る
よ
と
な
れ
と
も
つ
ゝ
け
た
る
御
け
し
き
の｣

(
333
〜
341
↓
定
家
本

｢

い
と
さ
ら
な
る
よ
な
れ
と
も
の
を
い
と
あ
は
れ

に
お
ほ
し
つ
ゝ
け
た
る
御
け
し
き
の

(

�)｣)

と
意
味
不
通
と
な
り
、
脱
文

が
予
想
さ
れ
る
箇
所
に
あ
た
る
の
で
、
こ
の
御
物
本
の
異
同(｢

ナ
シ｣)

は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
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異
同
す
べ
て
に
陽
明
文
庫
本
と
ゝ
も
に
鶴
見
本
・
肖
柏
本
が
列
な
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
さ
ら
に
×
に
関
わ
る
異
同
に
つ
い
て
見
て
行

き
た
い
。

残
る
僅
少
異
文
の
う
ち
、
●
▲
×
と
な
る
異
同
が
３
例

(

264
・
310
・

414)

認
め
ら
れ
る
。

264
●
▲
×
あ
り
て

(
鶴
肖
保)

・
有
て

(

麦
阿)

―
ナ
シ

(

伏)

・
あ

り

(

定
古
明
三
陽
御
尾
国
為
日
穂
前
高
天
飯
米

[

七
平
大
鳳

兼
岩
横])

310
●
▲
×
ま
つ

(

鶴
三
麦
阿
肖
為
日
保)

―
な
を

(

定
古
明
陽
御
国

伏
高
天
飯
米[

七
平
大
鳳
兼
岩])
・
な
ほ(

尾)

・
猶(

穂)

・

な
を

＝
ま
つ(

横)

・
ま
つ
＄
猶
先(

前
↓
傍

｢

△
△
＆
猶
先｣
、｢
つ＋
先｣)

414
●
▲
×
又
こ
と
は
り
の

(

鶴
麦
阿
肖)

―
こ
と
は
り
の

(

定
古
明

陽
御
国
伏
米

[

横])

・
こ
と
は
り
な
る

(

三
為
日)
・
こ
と

は

り
＋
な
る
〈
左
〉

な＄

るの

(

前)

・
又
こ
と
は
り

(

尾
高
飯

[
七
平
大

鳳
兼
岩])

・
又
こ
と
あ
り

(

天)

264
は
定
家
本

｢

ね
ひ
に
た
れ
と
あ
く
ま
て
よ
う
い
あ
り
あ
て
に
ら
う

た
け
な
り｣

に
対
し
て
、
鶴
見
本

｢

ね
ひ
た
ま
ひ
に
た
れ
と
あ
く
ま
て

よ
う
い
あ
り
て
あ
て
に
ら
う
た
け
な
り｣

と
あ
る
が
、
定
家
本
も

｢

あ

り｣

で
文
を
切
る
わ
け
で
は
な
く
、
継
続
的
に
下
に
続
く
行
文
な
の
で
、

｢

あ
り
て｣

と
あ
る
こ
と
ゝ
の
違
い
は
見
い
だ
し
に
く
い
。
敢
え
て
い

え
ば
、
定
家
本
は｢(

女
御
の
御
様
子
が)

お
年
を
召
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
が
、
心
遣
い
が
行
き
届
き
、
上
品
で
愛
ら
し
い｣

と
、｢

よ
う
い
あ

り｣

・｢

あ
て
に
ら
う
た
げ｣

が
並
立
＝
並
存
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

鶴
見
本
で
は

｢

心
遣
い
が
行
き
届
い
て
い
て
、(

そ
れ
が)

上
品
で
愛

ら
し
い｣

と
い
っ
た
風
に
継
起
的
で
あ
り
、｢

あ
く
ま
で
よ
う
い
あ｣

る
さ
ま
が

｢

あ
て
に
ら
う
た
け｣

で
あ
る
こ
と
の
原
因
理
由
的
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
帯
び
る
。
こ
ゝ
に
い
う

｢

ら
う
た
げ｣

は
、
は
か
な
げ
な
、

庇
護
し
た
く
な
る
よ
う
な
愛
ら
し
さ
＝
い
じ
ら
し
さ
の
謂
い
で
あ
り
、

き
ち
ん
と
し
た
心
遣
い
が
あ
る
こ
と
ゝ
上
品
で
は
か
な
げ
で
あ
る
こ
と

は
、
心
理
的
に
は
継
起
的
で
あ
っ
て
も
、
表
現
的
に
は
並
列
的
で
あ
る

方
が
奥
深
く
感
じ
ら
れ
る

(

少
な
く
と
も
説
明
的
で
あ
る
こ
と
の
わ
か

り
易
さ
と
は
異
質
で
あ
ろ
う)

。
表
現
の
方
向
と
し
て
は
、
説
明
的
で

あ
る
方
が
後
続
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

310
で
は
、｢

い
に
し
へ
の
わ
す
れ
か
た
き
を
な
く
さ
め
に
は

(

桐
壺

院
の
御
在
世
の
昔
を
偲
ぶ
に
は)｣

と

｢

ま
い
り
侍
ぬ
へ
か
り
け
り

([
麗
景
殿
女
御
の
も
と
に]

お
伺
い
す
べ
き
で
ご
ざ
い
ま
し
た)｣

を

繋
ぐ
の
に
、｢

な
を

(

や
は
り
ほ
か
で
も
な
い)｣

と
あ
っ
て
も
、｢

ま

つ

(

な
に
を
お
い
て
も
先
ず)｣

と
あ
っ
て
も
さ
ほ
ど
違
い
は
な
い
が
、
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女
御
に
対
す
る
源
氏
の
発
言
と
し
て
は
、｢

ま
つ｣

の
方
が
少
し
強
調

が
直
截
に
す
ぎ
、
源
氏
歌
の
直
前
に
あ
る

｢

し
の
ひ
や
か
に

(

う
ち
す

ん
し
給)｣
の
語
感
と
の
調
和
と
い
う
意
味
で
は
、｢

な
を｣

の
方
が
ふ

さ
わ
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

414
は
、
一
文
節
前
の
、

413
△
×
う
ち
か
は
る
を

(
鶴
阿
尾
肖
高
天
飯

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・

う
ち
か
わ
る
を

(
麦)
―
か
は
る
も

(

定
古
明
三
国
為
日
伏

穂
保
前
米

[

横])

・
う
つ
り
か
は
る
も

(

御)

・
う
つ
り
か

は
る
を
も

(

陽)

と
あ
る

｢

う
ち
か
は
る
を｣

―｢

か
は
る
も｣
の
異
同
と
連
結
す
る
も

の
で
、｢

も｣
(

定
家
本)

は
、
充
分
に

｢

又｣
(

河
内
本)

と
同
じ
意

を
満
た
し
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
本
文
は
河
内
本
系
統
で
は
非
常
に

説
明
的
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

｢

又｣

に
つ
い
て
も
そ
う
し
た
文
脈
で

理
解
す
べ
き
異
同
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
左
に
諸
本
を
比
較
し
て
お

く
と

(

412
〜
418)

、

〈
鶴
見
本
〉
と
に
か
く
に
と
う
ち
か
は
る
を
又
こ
と
は
り
の
世
の
さ

か
と
お
も
ひ
な
し
た
ま
ふ

〈
定
家
本
〉
と
に
か
く
に
か
は
る
も
こ
と
は
り
の
よ
の
さ
か
と
お
も

ひ
な
し
た
ま
ふ

〈
尾
州
家
本
〉
と
に
か
く
に
と
う
ち
か
は
る
を
又
こ
と
は
り
よ
の
さ

か
と
お
も
ひ
な
し
た
ま
ふ
つ
ゝ
さ
る
に
つ
け
て
も
に
く
か
ら
す

〈
陽
明
文
庫
本
〉
と
に
か
く
に
う
つ
り
か
は
る
を
も
こ
と
は
り
の
よ

の
さ
か
と
思
ひ
な
△
給

〈
肖
柏
本
〉
と
に
か
く
に
と
う
ち
か
は
る
を
又
こ
と
は
り
の
よ
の
さ

か
と
お
も
ひ
な
し
給
ふ

と
な
り
、
鶴
見
本
は
肖
柏
本
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

定
家
本
と
河
内
本
が
著
し
く
対
立
す
る
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
、

両
系
統
の
折
衷
的
な
本
文
を
完
全
に
共
有
す
る
こ
と
の
意
味
は
決
し
て

小
さ
く
は
な
く
、
両
本
に
直
接
の
書
承
関
係
は
な
く
と
も
、
そ
の
祖
本

に
共
通
の
本
文
を
想
定
さ
せ
る
証
例
と
な
ろ
う
。

310
は
書
陵
部
三
条
西
家
本
・
伝
為
明
筆
本
・
日
大
三
条
西
家
本
・
保

坂
本
と
い
っ
た
定
家
本
系
統
の
諸
本
を
含
み
、
言
経
本
訂
正
前
本
文
に

も
一
致
す
る

(

訂
正
本
文

｢

猶
先｣)

。
414
は
定
家
本
と
河
内
本
の
複
合

本
文
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
ゝ
で
も
言
経
本
は
二
様
の
訂
正
本
文
を
示
し

て
い
る

(

右
傍

｢

こ
と
は
り
の｣

・
左
傍

｢

こ
と
は
り
な
る｣)

が
、
い

ず
れ
も
鶴
見
本
と
は
一
致
し
な
い
。
264
に
は
や
は
り
保
坂
本
が
参
入
し

て
い
て
興
味
深
い
が
、
こ
れ
ら
の
異
同
に
共
通
す
る
の
は
、
麦
生
本
・

阿
里
莫
本
・
肖
柏
本
で
あ
り
、
こ
ゝ
で
も
鶴
見
本
は
肖
柏
本
と
一
致
す
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る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、
×
の
み
が
鶴
見
本
と
一
致
す
る
●
×
８
例

(

004
・
069
・
141
・

170
・
308
・
312
・
329
・
342)

の
異
同
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

004
●
×
い
つ
れ
と
な
き

(

鶴
明
肖
米)

―
い
つ
と
な
き

(

定
古
三
陽

御
麦
阿
尾
国
為
日
伏
穂
保
前
高
天
飯

[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

069
●
×
給
に
も

(
鶴
保)
・
給
ふ
に
も

(

肖)

―
給
に

(

陽
御
為)

・

給
ふ
に

(

米)

・
た
ま
ふ
に

(

三
穂)

・
給
に
は＄

(

日)

・
た

ま
ふ
に
は

(

定
伏

[
横])
・
給
に
は

(

古
明
国
前)

・
た
ま

ふ
事
も

(

尾
高)

・
給
こ
と
も

(

天
飯)

・
給
事
も

(

麦
阿

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

141
●
×
こ
れ
み
つ
を(

鶴
保)

・
こ
れ
み
つ
を(
鳳)
・
惟
光
か＆
を(

肖)

―

こ
れ
み
つ

(

定
古
明
三
陽
御
尾
国
日
伏
穂
前
高
飯
米

[

七
大

兼
岩
横])

・
惟
光

(

麦
阿
為
天)

170
●
×
か
た
ら
ふ

(

鶴
三
肖
日
保
岩)

―
こ
と
ゝ
ふ

(

定
陽
御
麦
阿

尾
伏
穂
高
飯[

七
平
大
鳳
兼
横])

・
こ
と
と
ふ(

古
国
天
米)
・

こ
と
ゝ
ふ

＝
か
た
ら
ふ

(

明)

・
か
た
ろ
ふ

＝
こ
と
と
ふ
イ(

為)

・
か
た
ら
ふ

＄

事

と

ふ

(

前)

308
●
×
わ
す
れ
か
た
う
お
ほ
え
給
へ
ら
る
ゝ

(

鶴)

・
わ
す
れ
か
た

う
お
ほ
え
た
ま
へ
ら
る
ゝ

(

肖)

―
わ
す
れ
か
た
き

(

定
明

三
陽
御
米

[

横])

・
忘
れ
か
た
き

(

古)

・
わ
す
ら
れ
か
た

く
お
ほ
ふ
た
ま
へ
ら
る
ゝ

(

高)

・
わ
す
ら
れ
か
た
く
お
も

ふ
た
ま
へ
ら
る
ゝ

(

尾
飯)

・
わ
す
ら
れ
か
た
く
お
も
ふ
給

へ
ら
る
ゝ

([

七
平
鳳
兼
岩])

・
わ
す
ら
れ
か
た
く
思
給
へ

ら
る
ゝ

(

麦
天
大)

・
忘
ら
れ
か
た
く
思
給
へ
ら
る
ゝ

(

阿)

312
●
×
侍
ぬ
へ
か
ん
め
り

(

鶴)

・
侍
り
ぬ
へ
か
め
り

(

肖)

―
給
ぬ

へ
か
り
け
り

(

明)

・
侍
へ
か
り
け
り

(

御)

・
侍
ぬ
へ
か
り

け
り

(

定
古
三
陽
国
為
日
伏
穂
保
前
米

[

横])

・
侍
△
へ
か

り
け
る

(

麦)

・
く
へ
か
り
け
り

(

尾
高
天

[

七
平
大
鳳
兼

岩])

・
侍
へ
き
を

(

阿)

・
は
へ
り
け
り

(

飯)

329
●
×
ま
き
る
ゝ
事
な
く

(

鶴)

・
ま
き
る
ゝ
こ
と
な
く

(

肖)

―
ま

き
れ
な
く

(

定
古
明
三
陽
御
麦
阿
尾
国
為
日
伏
穂
保
前
高
天

飯
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・
ま
き
れ
な
う

(

横)

342
●
×
あ
さ
か
ら
ぬ
を
な
を

(

鶴
肖
横)

―
あ
さ
か
ら
ぬ
も

(

定
古

明
三
陽
御
国
為
日
伏
穂
保
前
米)

・
あ
さ
は
か
な
ら
ぬ
も

(

尾
高
天
飯[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・
浅
は
か
な
ら
ぬ
も(

阿)

・

あ
さ
は
か＋

な

ら
ぬ
も

(

麦)
004
は
定
家
本
と
明
融
本
が
対
立
し
て
興
味
深
い
例
で
あ
る
が
、
女
性

達
の
存
在
を
並
列
的
に
捉
え
た

｢

い
づ
れ｣

と
時
系
列
的
に
捉
え
た

｢

い
つ｣

の
対
立
と
な
る
。
行
文
的
に
は
、｢

い
つ
と
な
き
こ
と
な±
め

れ
と
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か
く
お
ほ
か
た
の
よ
に
つ
け
て
さ
へ｣

と
あ
る

｢

お
ほ
か
た
の
世
に
つ

け
て

(
世
間
の
動
向
に
関
連
し
て)｣

と
リ
ン
ク
す
る
の
は

｢

い
つ｣

の
方
で
あ
ろ
う
。｢

い
つ
と
な
き
こ
と
な
め
れ
ど

(

い
つ
と
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
よ
う
だ
が)｣

の
背
後
に
は
、｢

こ
ん
な
時

(

桐
壺
院
の
崩

御
後
、
右
大
臣
方
の
圧
迫
が
増
す
中)

で
も｣

と
い
っ
た
情
況
の
暗
示

が
意
図
さ
れ
て
お
り
、｢
い
づ
れ
と
な
き

(

特
定
の
ど
な
た
と
い
う
わ

け
で
は
な
い)｣

と
い
う
よ
う
な
ぼ
ん
や
り
と
し
た
表
現
で
は
一
文
は

収
束
点
を
持
た
な
い
。

170
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
に
詳
述
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
書
陵
部

三
条
西
家
本
・
日
大
三
条
西
家
本
ほ
か
の
三
条
西
家
本
系
統
の
影
響
が

顕
著
な
異
同
で
あ
り
、
室
町
後
〜
江
戸
期
に
か
け
て
は
、
む
し
ろ

｢

か

た
ら
ふ｣

の
方
が
優
勢
な
本
文
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

308

｢

わ
す
れ
か
た
う
お
ほ
え
給
へ
ら
る
ゝ｣

は
定
家
本
系
統
と
の
違

い
が
顕
著
で
あ
る
が
、
ベ
ー
ス
と
し
て
あ
っ
た
定
家
本
系
統
の
本
文

｢

わ
す
れ
か
た
き｣

に
河
内
本
系
統
の

｢

わ
す
ら
れ
か
た
く
お
も
ふ
た

ま
へ
ら
る
ゝ｣

が
接
触
し
て
合
成
さ
れ
た
本
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ

う
で
あ
る
。
自
ら
口
ず
さ
ん
だ

(

本
編
の
巻
名
の
由
来
と
な
っ
た)

｢

た
ち
花
の
か
を
な
つ
か
し
み
ほ
と
ゝ
き
す
は
な
ち
る
さ
と
を
た
つ
ね

て
そ
と
ふ｣

に
続
け
た
源
氏
の
言
葉
と
し
て
は
、
定
家
本
の
直
截
な

｢

い
に
し
へ
の
わ
す
れ
か
た
き
な
く
さ
め
に
は｣

の
方
が
会
話
文
と
し

て
ふ
さ
わ
し
く
、
謙
譲
語
や
自
発
を
交
え
た
鶴
見
本
や
河
内
本
系
統
の

表
現
で
は
い
か
に
も
く
ど
く
持
っ
て
回
っ
た
言
い
方
に
感
じ
ら
れ
て
、

心
を
打
た
な
い
。

同
じ
く
312
鶴
見
本

｢

ま
つ
ま
い
り
侍
ぬ
へ
か
ん
め
り

(

先
ず
最
初
に

こ
ち
ら
に
お
伺
い
す
べ
き
だ
っ
た
よ
う
で
す)｣

も
、｢

な
を
ま
い
り
侍

ぬ
へ
か
り
け
り

(

や
は
り
す
ぐ
に
こ
ち
ら
に
参
る
べ
き
だ
っ
た)｣

で

な
け
れ
ば
、
桐
壺
院
の
崩
御
後
、
半
年
を
経
て
の
来
訪
を
詫
び
る
＝
後

悔
す
る
言
葉
に
は
な
り
得
な
い
。

329
の
異
同
は
次
文
節
330
と
関
連
し
て
お
り
、
前
後
の
異
同
を
挙
げ
て

お
く
と
、

327
○
△
×
い
か
に

(

鶴
陽
御
麦
阿
尾
国
肖
為
日
伏
穂
保
前
高
天

[

七

平
大
鳳
兼])

―
ナ
シ

(

定
古
明
三
岩)

328
○
△
×
つ
れ
�
�
も

(

鶴
定
明
古
陽
御
麦
阿
尾
国
肖
為
日
伏
穂
保

前
高
天
飯
米

[

七
平
大
鳳
兼
岩
横])

―
つ
れ
�
�
と

(

三)

330
○
△
お
ほ
さ
る
ら
ん
な
と

(

鶴
高
飯

[

七
平
大
鳳
兼
岩])

・
お
ほ

さ
る
ら
む
な
と

(

御
尾
天)

―
お
ほ
さ
る
ら
ん
と

(

定
古
陽

国
肖
為
日
伏
保
横)

・
お
ほ
さ
る
ら
む
と

(

三
米)

・
お
ほ
さ

る
覧
と

(

明
穂)

・
お
ほ
さ
る
ら
ん
＄
ら
ふ

と

(

前)

・
お
も
ほ
え
さ
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る
ら
ん
な
と

(

麦)

・
お
も
ほ
さ
る
ら
ん
な
と

(

阿)
と
な
る
。
鶴
見
本

｢

ま
し
て
い
か
に
つ
れ
�
�
も
ま
ぎ
る
ゝ
事
な
く
お

ほ
さ
る
ら
ん
な
と｣

に
対
し
て
定
家
本

｢

ま
し
て
つ
れ
�
�
も
ま
き
れ

な
く
お
ほ
さ
る
ら
ん
と｣

と
な
っ
て
い
る
。｢

い
か
に｣

を
持
た
な
い

の
は
、
主
要
伝
本
で
は
定
家
本
・
大
島
本
・
明
融
本
・
書
陵
部
三
条
西

家
本
・
吉
川
本
の
み
で
、｢
ど
の
よ
う
に｣

の
忖
度
は
余
計
で
あ
り
、

｢

ま
ぎ
れ
な
く｣

の
直
截
さ
と
は
整
合
し
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、

陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
も

｢

ま
し
て
い
か
に｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
は
、

定
家
本
に
お
け
る
意
図
的
な
改
変
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
れ

と
関
連
す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
鶴
見
本
本
文
は
会
話
文
の
締
め

括
り
に

｢

な
ど｣

と
朧
化
し
た
表
現
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
と
の
バ
ラ

ン
ス
か
ら
い
え
ば

｢

ま
き
る
ゝ
事
な
く｣

と
あ
る
方
が
わ
か
り
易
い
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
河
内
本
系
統
は

｢

ま
し
て
い
か
に
つ
れ
�
�
も
ま

き
れ
な
く
お
ほ
さ
る
ら
ん
な
と｣

(

尾
州
家
本)

と
あ
り
、
329
鶴
見
本
・

肖
柏
本
の
本
文
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

342
に
つ
い
て
も
、
308
と
同
様
に
定
家
本
系
統
を
ベ
ー
ス
と
し
た
異
文

と
理
解
さ
れ
る
。
麗
景
殿
女
御
の｢

も
の
を
い
と
あ
は
れ
に
お
ほ
し
つ
ゝ

け
た
る
御
け
し
き｣

を

｢

あ
さ
か
ら
ぬ｣

と
受
け
止
め
、
そ
れ
も
女
御

の
人
柄
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、｢

お
ほ
く
あ
は
れ
そ
ゝ
ひ
に
け
る｣

と
続
く
行
文
は
、｢

あ
さ
か
ら
ぬ
も｣

で
充
分
に
そ
の
意
を
尽
く
し
て

い
る
が
、｢

あ
さ
か
ら
ぬ
を
な
を｣

と
あ
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い

(

河
内
本

｢

あ
さ
は
か
な
ら
ぬ
も｣

は
、｢

あ
は
れ｣

の
語
感
に
は
そ
ぐ

わ
な
い)

が
、
や
は
り
鶴
見
本
・
肖
柏
本
・
横
山
本
の
本
文
の
出
所
は

不
明
で
あ
る
。

以
上
の
８
例
す
べ
て
に
肖
柏
本
が
同
居
し
て
お
り
、
８
例
中
３
例

(

308
・
312
・
329)

で
は
鶴
見
本
と
肖
柏
本
の
み
が
一
致
し
て
い
る
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。
004
で
は
明
融
本
・
米
議
会
本
、
069
で
は
保
坂
本
、
141

で
は
保
坂
本
・
鳳
来
寺
本
、
170
で
は
書
陵
部
三
条
西
家
本
・
日
大
三
条

西
家
本
・
保
坂
本
・
吉
川
本
、
342
で
は
横
山
本
と
の
一
致
が
認
め
ら
れ

る
が
、
保
坂
本
と
の
一
致

(

３
例)

が
目
を
引
く
程
度
で
あ
り
、
強
い

関
係
性
を
問
う
べ
き
対
象
と
し
て
は
、
肖
柏
本
を
措
い
て
な
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。３

、
肖
柏
本

｢

花
散
里｣

の
系
統
に
つ
い
て

こ
ゝ
で
、
肖
柏
本

｢

花
散
里｣

に
つ
い
て
、
そ
の
系
統
や
性
格
を
改

め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。｢

大
成｣

で
は
肖
柏
本
は
対
校
本
に
加
え

ら
れ
て
お
ら
ず
、｢

青
表
紙
本｣

の
主
要
伝
本
と
見
做
さ
れ
て
い
な
か
っ
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た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
肖
柏
本
に
は
池
田
亀
鑑
氏
直
筆
の
コ
メ
ン
ト
が

記
さ
れ
た
付
箋
が
貼
ら
れ
て
お
り
、｢

花
散
里｣

に
は

｢

河
内
本

少

異
ア
リ｣
と
い
う
池
田
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
加
え
て
、
黒
ペ
ン
で
別
人

(

斎
藤
秀
雄

[
春
名
好
重]

氏
か
と
さ
れ
る)

に
よ
る

｢

本
帖
の
本
文

は
、
大
体
に
於
て
湖
月
抄
の
本
文
に
一
致
し
て
居
り
ま
す｣

、
鉛
筆
書

で

｢

大
体

河
内
本
な
り｣
と
い
う
書
入
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

(

�)

。

す
な
わ
ち
池
田
氏
は
、
肖
柏
本｢
花
散
里｣

を｢

少
異｣

は
あ
る
も
の
ゝ

｢

河
内
本｣

＝
純
良
で
は
な
い
河
内
本
と
認
識
し
て
い
た
ゝ
め
に
、｢

大

成｣

の
校
合
本
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
再
検
討
を
試
み
た
い
。

〈

表
３〉

は
、｢

花
散
里｣

全
文
節
中
、
定
家
本
と
河
内
本
が
対
立
す

る
箇
所
に
つ
い
て
、
肖
柏
本
が
ど
ち
ら
の
本
文
と
一
致
す
る
か
を
別
本

集
成
文
節
番
号
に
よ
っ
て
示
し
、
数
値
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
節
番

号
に

(
)

を
施
し
た
も
の
は
、
小
異
は
あ
る
も
の
ゝ
比
較
す
れ
ば
こ

ち
ら
側
に
分
類
す
べ
き
異
同
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
示
す
。
定
家
本
系

統
と
の
一
致
の
判
断
基
準
と
し
て
は
、
定
家
本
・
大
島
本
・
明
融
本
と

の
一
致
を
重
く
見
、
河
内
本
系
統
に
つ
い
て
は
麦
生
本
や
阿
里
莫
本
と

の
一
致
は
参
考
と
し
な
か
っ
た
。｢

不
一
致｣

は
、
ど
ち
ら
の
系
統
と

も
一
致
し
な
い
＝
判
断
で
き
な
い
異
同
を
持
つ
こ
と
を
示
す

(

完
全
一

致
を
原
則
と
す
れ
ば
、
括
弧
付
き
の
も
の
は
す
べ
て

｢

不
一
致｣

に
分

類
さ
れ
る)

。
連
続
・
隣
接
す
る
番
号
に
は
、
傍
線
を
付
し
た
。
な
お
、

定
家
本
・
河
内
本
に
対
立
の
見
ら
れ
な
い
箇
所
で
肖
柏
本
が
両
系
統
に

一
致
し
な
い
本
文
を
持
つ
も
の
を
、｢

無
対
立
・
不
一
致｣

と
し
て
別

に
掲
げ
て
お
い
た
。
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〈
表
３
〉

定
家
本
�(

６)
[

005
・
009
・
023
・
024
・
026
・
028
・
029
・
030
・
031
・
037
・

040
・
043
・
048
・
056
・
068
・
090
・
096
・
097
・
098
・(

099)

・

102
・
103
・
104
・
105
・
121
・
126
・
134
・
135
・
136
・(

138)

・

150
・
165
・
179
・
199
・
215
・
222
・
224
・
233
・
234
・
239
・

247
・
248
・
249
・
252
・
260
・
262
・
265
・
272
・
274
・
277
・

278
・
281
・
282
・
283
・
292
・
293
・
298
・(

312)

・
330
・
332
・

335
・
337
・
338
・(

339)

・
341
・(

342)

・
344
・
346
・
350
・

(

357)

・
366
・
368
・
369
・
371
・
374
・
400
・
401
・
405
・
406
・

407
・
418
・
419
・
422
・
423
・
424]

河
内
本
�(

３)
[

017
・
034
・
035
・
045
・
052
・
080
・
083
・
084
・
094
・
095
・

111
・
122
・
123
・
139
・(

155)

・
157
・
159
・
160
・
177
・
191
・

192
・
193
・
194
・
195
・
197
・
198
・
201
・
202
・
206
・
213
・

214
・
216
・
220
・
221
・
230
・
261
・
269
・(

270)

・(

308)

・

315
・
320
・
322
・
327
・
333
・
335
・
393
・
394
・
395
・
398
・

412
・
413]



｢

花
散
里｣
全
424
文
節
中
、
定
家
本
系
統
と
河
内
本
系
統
に
対
立
が

認
め
ら
れ
る
の
は
139
文
節
で
、
全
体
の
約
三
二
・
八
％
に
あ
た
る
。
こ

の
対
立
す
る
139
箇
所
中
、
肖
柏
本
が
定
家
本
に
一
致
す
る
の
は
完
全
一

致
�(

不
完
全
一
致
を
含
め
�)
文
節
で
、
対
立
箇
所
中
約
五
六
・
八

(

六
一
・
二)

％
を
占
め
、
河
内
本
と
の
一
致
は
�(

�)

文
節
で
、

約
三
四
・
五

(

三
六
・
七)

％
と
な
る
。
こ
の
数
値
だ
け
を
見
て
も
、

肖
柏
本
は
定
家
本
を
ベ
ー
ス
に
し
て
河
内
本
の
要
素
を
加
え
た
本
文
を

持
つ
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
加
え
て
河
内
本
に
一
致
す

る
箇
所
は
き
わ
め
て
集
中
的
で
あ
る
こ
と
も
見
て
と
れ
る
。
以
下
に
、

番
号
を
付
し
て
少
し
く
例
示
し
て
お
く

(

括
弧
内
の
傍
線
を
付
し
た
文

節
番
号
は
、
河
内
本
一
致
・
近
似
箇
所
を
示
す
。
鶴
見
本
傍
線
部
は
対

立
異
同
箇
所
を
示
し
、
尾
州
家
本
・
定
家
本
各
々
の
一
致
箇
所
に
は
傍

線
、
不
一
致
箇
所
に
は
破
線
を
付
し
た
↓
無
線
部
分
は
対
立
異
同
ナ
シ)

。

①
151
〜
167

([

155]

・
157
・
159
・
160
・
165
・[

167])

〈
肖
柏
本
〉
し
ん
殿
と
お
ほ
し
き
や
の
に
し
の
つ
ま
と
を
し
あ
け
て

人
々
ゐ
た
る
へ
し
さ
き
�
�
も
き
ゝ
し
る
こ
ゑ
な
り
け
れ
は
こ
は

つ
く
り
気
し
き
と
り
て
御
せ
う
そ
こ
き
こ
ゆ
わ
か
や
か
な
る
け
し

き
と
も
あ
ま
た
し
て

〈
尾
州
家
本
〉
し
ん
て
ん
と
お
ほ
し
き
や
の
に
し
の
つ
ま
と
に
を
し

あ
け
て
人
々
ゐ
た
る
へ
し
さ
き
�
�
も
き
ゝ
し
る
こ
ゑ
な
り
け
れ

は
こ
わ
つ
く
り
け
し
き
と
り
て
御
そ
う
そ
こ
い
ふ
わ
か
や
か
な
る

け
は
ひ
と
も
あ
ま
た
し
て

〈
定
家
本
〉
し
ん
殿
と
お
ほ
し
き
や
の
に
し
の
つ
ま
に
人
�
�
ゐ
た

り
さ
き
�
�
も
き
ゝ
し
こ
ゑ
な
れ
は
こ
わ
つ
く
り
け
し
き
と
り
て

御
せ
う
そ
こ
き
こ
ゆ
わ
か
や
か
な
る
け
し
き
と
も
し
て

②
189
〜
207(

191
・
192
・
193
・
194
・
195
・
197
・
198
・
199
・
201
・
202
・
206)

〈
肖
柏
本
〉
さ
も
つ
ゝ
む
へ
き
こ
と
そ
か
し
と
こ
と
は
り
を
お
も
ほ

せ
は
さ
す
か
に
す
き
か
て
な
る
へ
し
か
や
う
の
き
は
に
は
つ
く
し

の
五
節
こ
そ
ら
う
た
け
な
り
し
は
や
と
ま
つ
お
ほ
し
い
つ
れ
は
い

か
な
る
こ
と
に
つ
け
て
も
御
心
の
い
と
ま
な
か
ら
ん
か
し
と
く
る

し
け
也

〈
尾
州
家
本
〉
さ
も
つ
ゝ
む
へ
き
事
そ
か
し
と
こ
と
は
り
を
お
も
ほ

せ
は
さ
す
か
に
す
き
か
て
な
る
へ
し
か
や
う
の
き
は
に
は
つ
く
し

の
こ
せ
ち
こ
そ
ら
う
た
け
な
り
し
か
と
ま
つ
お
ほ
し
い
つ
れ
は
い

か
な
る
事
に
つ
け
て
も
御
心
の
い
と
ま
な
か
ら
む
か
し
と
く
る
し

91

不
一
致
３

(

９)
[

069
・
167
・
414]

無
対
立
・
不
一
致
５

[

101
・
141
・
264
・
310
・
329]



け
な
り

〈
定
家
本
〉
さ
も
つ
ゝ
む
へ
き
こ
と
そ
か
し
こ
と
は
り
に
も
あ
れ
は

さ
す
か
な
り
か
や
う
の
き
は
に
つ
く
し
の
こ
せ
ち
か
ら
う
た
け
な

り
し
は
や
と
ま
つ
お
ほ
し
い
つ
い
か
な
る
に
つ
け
て
も
御
心
の
い

と
ま
な
く
ゝ
る
し
け
な
り

③
210
〜
224

(

213
・
214
・
215
・
216
・
220
・
221
・
222
・
224)

〈
肖
柏
本
〉
な
を
か
や
う
に
見
し
あ
た
り
の
な
さ
け
は
す
く
し
給
は

ぬ
に
し
も
そ
中
々
あ
ま
た
の
人
の
物
お
も
ひ
く
さ
な
り
け
る
さ
て

か
の
ほ
い
の

＝
花
ち
る
里

と
こ
ろ
は
お
ほ
し
や
り
つ
る
も

〈
尾
州
家
本
〉
な
ほ
か
や
う
に
見
し
あ
た
り
の
な
さ
け
は
す
く
い
た

ま
は
ぬ
に
し
も
そ
中
々
あ
ま
た
の
人
の
も
の
お
も
ひ
く
さ
な
り
け

る
さ
て
か
の
お
は
し
つ
る
と
こ
ろ
は
お
ほ
し
つ
る
も

〈
定
家
本
〉
猶
か
や
う
に
み
し
あ
た
り
な
さ
け
す
く
し
た
ま
は
ぬ
に

し
も
な
か
�
�
あ
ま
た
の
人
の
も
の
お
も
ひ
く
さ
な
り
か
の
ほ
い

の
と
こ
ろ
は
お
ほ
し
や
り
つ
る
も

④
393
〜
407

(

393
・
394
・[

395]

・
398
・
400
・
401
・
405
・
406
・
407)

〈
肖
柏
本
〉
を
し
な
へ
た
る
き
は
に
し
あ
ら
ね
は
さ
ま
�
�
に
つ
け

て
い
ふ
か
ひ
な
し
な
と
お
ほ
さ
る
ゝ
は
な
け
れ
は
に
や
に
く
け
な

く
わ
れ
も
人
も
な
さ
け
を
か
は
し
つ
ゝ
す
く
し
給
也
け
り

〈
尾
州
家
本
〉
を
し
な
へ
た
る
き
は
に
し
あ
ら
ね
は
さ
ま
�
�
に
つ

け
て
い
ふ
か
ひ
な
し
な
と
お
ほ
さ
る
ゝ
は
な
け
れ
は
わ
れ
も
人
も

な
さ
け
を
か
は
し
す
く
い
た
ま
ふ
や
う
な
り

〈
定
家
本
〉
を
し
な
へ
て
の
き
は
に
は
あ
ら
す
さ
ま
�
�
に
つ
け
て

い
ふ
か
ひ
な
し
と
お
ほ
さ
る
ゝ
は
な
け
れ
は
に
や
に
く
け
な
く
わ

れ
も
人
も
な
さ
け
を
か
は

〈

判

読

〉

し
つ
ゝ
す
く
し
た
ま
ふ
な
り
け
り

〈
判
読
〉

こ
う
し
た
河
内
本
と
の
一
致
箇
所
の
集
中
が
、
肖
柏
本
に
お
け
る
河

内
本
本
文
の
比
率
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
さ
れ
る
が
、
こ

れ
ら
の
本
文
は
最
終
的
に
は
定
家
本
に
収
束
す
る

(

前
後
を
定
家
本
が

取
り
囲
む)

こ
と
も
事
実
で
あ
る

(

③
④)

。
①
〜
④
を
通
覧
し
て
わ

か
る
よ
う
に
、
少
数
の
例
外

(

165

｢

き
こ
ゆ｣

―
尾

｢

い
ふ｣

、
222

｢

ほ
い
の｣

―
尾

｢

お
は
し
つ
る｣

、
400

｢

な
け
れ
は
に
や｣

―
尾

｢

な

け
れ
は｣)

を
除
い
て
、
肖
柏
本
は
表
現
の
情
報
量
＝
文
字
数
の
多
い

方
を
採
っ
て
お
り
、
肖
柏
本
の
筆
書
者
が
河
内
本
に
拠
る
基
準
が
手
元

の
本
に
は
な
い
情
報
を
含
む
場
合
に
ほ
ゞ
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
通
常
の
伝
本
研
究
で
よ
く
経
験
す
る
こ

と
で
あ
り
、
校
訂
者
は
手
元
の
本
に
な
い
情
報
を
持
つ
本
文
に
遭
遇
し

た
場
合
、
そ
れ
を
元
の
本
文
に
取
り
込
む
傾
向
が
あ
り
、
和
歌
集
な
ど

で
は
伝
本
間
の
接
触
が
進
む
ほ
ど
歌
数
が
増
え
る
＝
非
精
撰
本
化
す
る
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の
と
同
様
で
あ
る
。
肖
柏
本

｢

花
散
里｣

の
場
合
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う

に
集
中
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
見
易
い
異
同
と
し
て
意
識
化
さ
れ
た
結

果
、
池
田
龜
鑑
氏
を
し
て

｢

河
内
本｣

と
判
断
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は

｢

少
異｣

(

の
あ
る
河
内
本)

と
見
做
し
得
る
範
囲
を
大
き
く
越
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

肖
柏
本｢

花
散
里｣
全
体
で
は
、
河
内
本
�
＋
不
一
致
�
＋
無
対
立
・

不
一
致
５
＝
�
文
節

(

約
一
五
・
三
％)

が
定
家
本
と
は
完
全
に
は
一

致
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
を

｢
河
内
本｣

と
判
断
す
る
こ
と
は
む

ず
か
し
く
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
河
内
本
と
し
て
読
も
う
と
す
れ
ば
、
定

家
本
�
＋
不
一
致
�
＋
無
対
立
・
不
一
致
５
＝
�
文
節

(

約
二
二
・
六

％)

は
河
内
本
と
は
一
致
し
な
い
し
、
河
内
本
た
る
特
徴
を
有
す
る
本

文
は
、
あ
る
特
定
の
箇
所
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
も
の
ゝ
、
全
体
と
し

て
は
定
家
本
と
し
て
の
鑑
賞
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
数

字
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
評
価
は
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
伝
本
の
生
成
過
程
と
し
て
は
、
や
ゝ
正
統
的
で
は
な
い
定
家
本
系

統
の
写
本
に
河
内
本
が
接
触
し
、
わ
か
り
易
い
異
同
が
集
中
す
る
箇
所

を
取
り
込
ん
だ
結
果
が
肖
柏
本
の
本
文
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

き
た
い
。
こ
う
し
た
混
淆
本
文
を

｢

別
本｣

と
分
類
す
る
こ
と
は
、
必

ず
し
も
生
産
的
＝
前
向
き
な
姿
勢
と
は
思
わ
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
一
見

し
て
判
断
を
迷
わ
せ
る
伝
本
も
、
必
ず
何
ら
か
の
ベ
ー
ス
が
あ
っ
て
混

ざ
り
合
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
根
幹
本
文
に
し
た
が
っ
て
分

類
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

４
、
鶴
見
本
独
自
異
文
の
検
討
と
肖
柏
本
と
の

関
連
性
に
つ
い
て

先
の
検
討
か
ら
は
、
鶴
見
本
の
特
異
本
文
に
は
、
肖
柏
本
が
常
に
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
陽
明
文
庫
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫

本
と
の
一
致
箇
所
に
も
肖
柏
本
が
常
に
同
居
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
は
こ
れ
ら
の
別
本
や
特
異
本
文
を
持
つ
伝
本
群
と
鶴
見
本
と
の
あ
い

だ
に
直
接
的
な
関
係
は
な
く
、
肖
柏
本
を
介
し
て
偶
然
の
一
致
を
見
た

に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

反
対
に
、
肖
柏
本
と
鶴
見
本
の
本
文
が
一
致
し
な
い
箇
所
は
、
脱
文

に
よ
る
不
一
致
７
箇
所(

050
・
051
・
052
・
053
・
399
・
400
・
401)

を
除
き
、

�
箇
所(

034
・
040
・
056
・
057
・
058
・
094
・
099
・
101
・
111
・
126
・
155
・
157
・

159
・
364
・
365
・
368
・
369
・
395
・
398
・
404)

に
認
め
ら
れ
る
が
、
傍
線
を

付
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
異
同
は
同
一
文
中
か
、
そ
う
で
な

く
て
も
近
接
し
た
箇
所
に
集
中
し
て
お
り
、
文
節
と
い
う
括
り
が
な
け
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れ
ば
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
多
く
は
一
纏
め
の
異
同
と
し
て
扱
わ
れ
る
態

の
も
の
で
あ
る
。
文
節
単
位
で
見
て
お
く
と
、
脱
文
に
よ
る
異
同
を
除

く
全
異
同
234
中
�
＝
一
五
・
四
％
が
鶴
見
本
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
に

な
る
が
、
脱
文
に
よ
る
異
同
を
除
く
全
文
節
417
中
で
は
そ
の
異
同
率
は

八
・
六
％
で
あ
り
、
逆
に
本
文
全
体
で
は
九
一
・
四
％
が
鶴
見
本
と
一

致
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
の
グ
ル
ー
プ
別
表
で
も
予
測
さ
れ
る
よ
う
に
、

も
っ
と
も
高
い
一
致
率
を
示
す
定
家
本
系
統
で
も
�
箇
所
の
異
同
が
見

込
ま
れ

(

個
別
の
伝
本
で
は
も
っ
と
増
え
る)

、
本
文
全
体
の
一
致
率

は
八
七
・
八
％
と
な
る
。

肖
柏
本
は
、
定
家
本
系
統
で
は
あ
る
が
多
分
に
河
内
本
系
統
の
異
同

や
そ
れ
を
は
み
出
す
異
同
を
有
す
る
伝
本
で
あ
り
、
鶴
見
本
と
の
異
同

箇
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
本
文
系
統
と
一
致
す
る

(
定
家
本
と
別
本
に

異
同
が
な
い
も
の
は
、
定
家
本
に
類
別)

。

定
家
本
９

(

056
・
126
・
260
・
277
・
278
・
330
・
363
・
368
・
369)

河
内
本
�(

034
・
040
・
094
・
155
・
157
・
159
・
160
・
167
・
191
・
192
・
193
・

194
・
195
・
201
・
202
・
206
・
261
・
395
・
398)

定
・
河
４

(

057
・
058
・
111
・
404)

別

本
１

(

357)

特
殊
型
３(

099[

明]

・
101[

御
麦
阿
岩
伏]

・
172[

三
麦
阿
点
米
大])

数
値
的
に
み
て
も
河
内
本
本
文
の
混
入
箇
所
が
鶴
見
本
と
の
異
同
率

を
高
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
鶴
見
本
自
体

も
河
内
本
系
統
に
由
来
す
る
異
同
を
�
箇
所
有
し
て
い
る
。
た
ゞ
し
、

そ
れ
ら
の
河
内
本
系
異
同
の
う
ち
、
９(

○
△
×)

＋
４(

○
△
×)

＋
�

(

△
×)

＋
１(

△
×)

＝
�
例
は
肖
柏
本
と
も
同
居
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
異
同
は
、
僅
少
異
文
＝
特
殊
本
文

(

●)

の
例
か
ら
は
肖
柏
本
系
統

の
伝
本
に
由
来
す
る
こ
と
が
帰
納
さ
れ
、
こ
れ
を
差
し
引
く
と
９
例
の

み
が
純
粋
な
河
内
本
系
統
と
の
一
致
数
と
な
る

(

た
ゞ
し
こ
れ
ら
も
肖

柏
本
に
近
似
す
る
鶴
見
本
の
親
本
・
祖
本
か
ら
の
流
入
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
鶴
見
本
自
体
が
河
内
本
系
統
と
の
直
接
的
接
触
を
持
っ
た
結
果

で
は
な
い)

。

以
上
を
考
慮
す
る
と
、
鶴
見
本
の
元
と
な
っ
た
伝
本
は
現
存
の
肖
柏

本
に
非
常
に
近
し
い
内
容
の
本
文
を
有
し
た
伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
が
、
肖
柏
本
よ
り
は
少
し
く
定
家
本
系
統
に
近
し
い
本
文
を

有
し
た
伝
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
が
鶴
見

本
の
伝
本
と
し
て
の
性
格
で
あ
り
、
都
を
舞
台
と
し
た
応
仁
・
文
明
の

大
乱
に
よ
る
古
写
本
の
大
量
喪
失
を
受
け
た
新
写
本
の
急
速
な
生
成
の

中
で
生
み
出
さ
れ
た

(

�)

、
定
家
本
と
し
て
は
か
な
り
不
純
な
本
文
を
含
ん

だ
定
家
本
系
統
に
属
す
る
一
伝
本
と
見
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
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え
る
。
同
じ
く
室
町
中
〜
後
期
に
淵
源
す
る

(

耕
雲
本
に
由
来
す
る
肖

柏
所
持
本
を
元
に
し
た
と
さ
れ
る

(

�))

三
条
西
家
本
と
も
異
な
っ
た
系
統

の
、
肖
柏
本
系
と
も
称
す
べ
き
系
統
の
一
伝
本
と
考
え
て
お
き
た
い

(

こ
の
系
統
は
、
お
そ
ら
く
は
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
な
ど
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
お
り
、
非
古
本
系
別
本
群
の
生
成
と
関
連
す
る
問
題
の
糸
口

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る)

。

最
後
に
、
鶴
見
本
の
独
自
異
文
に
つ
い
て
検
証
し
、
考
察
を
終
え
た

い
。
◎
を
付
し
た
５
例

(

057
・
094
・
261
・
395
・
398)

が
こ
れ
に
あ
た
る

(

057
・
395
・
398
は
既
出
↓
脱
文
�
�
参
照)
。

094
◎
さ
う
の
こ
と
の

(

鶴)

―
こ
と
を

(
定
古
明
三
陽
御
国
為
日
伏

穂
保
前

[

横])

・
さ
う
の
こ
と
を

(
麦
阿
米)

・
さ
う
の
こ

と
に

(

尾
肖
高
天
飯
大
兼
岩)

・
さ
う
の
琴
に

(

七)

・
さ
う

の
△
に

(

鳳)

261
◎
ね
ひ
た
ま
ひ
に
た
れ
と

(

鶴)

―
ね
ひ
に
た
れ
と

(

定
古
明
三

陽
御
国
為
日
伏
穂
保
米

[

横])

・
ね
ひ
に
た
れ
と

＝
ウ
ツ
ク
シ
キ
コ
ト

(

前)
・

す
こ
し
ね
ひ
た
ま
ひ
に
た
れ
と

(

尾
肖
高)

・
す
こ
し
ね
ひ

給
に
た
れ
と

(

天)

・
す
こ
し
ね
ひ
給
ひ
に
た
れ
と

(

飯)

・

す
こ
し
ね
ひ
給
に
た
れ
と
も

(

麦
阿

[

七
平
大
鳳
兼])

・
す

こ
し
ね
ひ
に
給
に
た
れ
と
も

([

岩])

057

｢

つ
き
は
て｣

(

他
本

｢

つ
く
し
は
て｣)

は
、
定
家
本
に

｢

人
の

御
心
を
の
み
つ
く
し
は
て
た
ま
ふ
へ
か
め
る
を
も｣

と
あ
る
と
こ
ろ
で
、

鶴
見
本
で
は｢

人
の
み
心
の
み
つ
き
は
て
給
へ
る
め
る
を
も｣

と
あ
る
。

前
後
も
か
な
り
異
同
が
あ
り
、
や
ゝ
複
雑
で
あ
る
が
、
定
家
本
で
は
源

氏
の
性
情
を
理
解
し
つ
ゝ
も
花
散
里
は

｢

お
悩
み
の
か
ぎ
り
を
尽
く
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
あ
る
の
を｣

と
、
花
散
里
の
内
面
の
悩
ま
し

さ
を
推
し
量
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
鶴
見
本
で
は

｢(

花
散
里
の)

源
氏
を
想
う
心
が
尽
き
果
て
な
さ
っ
た
よ
う
な
の
を｣

と
既
に
源
氏
の
愛
情
が
去
っ
た
も
の
と
諦
め
て
い
る
花
散
里
の
様
子
を

慮
っ
て
い
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
ゝ
は
お
そ
ら
く

｢

尽
は
て｣

と

い
う
よ
う
な
本
文
表
記
が
先
に
あ
り
、
こ
れ
を

｢

つ
き
は
て｣

と
訓
じ

て
生
じ
た
異
文
と
考
え
た
方
が
わ
か
り
易
く
、
す
っ
か
り
源
氏
に
心
を

残
さ
な
い
花
散
里
と
い
う
の
で
は
、
巻
全
体
の
結
構
が
破
綻
し
、
収
拾

が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

094｢

さ
う
の
こ
と
の｣

は
河
内
本(｢

さ
う
の
こ
と
に｣)

に
近
い
が
、

前
後
を
含
め
る
と
、

〈
鶴
見
本
〉
よ
く
な
る
さ
う
の
こ
と
の
あ
つ
ま
を
し
ら
へ
て
か
き
あ

は
せ
に
き
は
ゝ
し
く
ひ
き
な
す
な
り

〈
尾
州
家
本
〉
よ
く
な
る
さ
う
の
こ
と
に
あ
つ
ま
を
し
ら
へ
か
き
あ
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は
せ
て
よ
し
�
�
し
う
ひ
き
な
ら
す
な
り
か
と
ち
か
な
る
へ
し

〈
定
家
本
〉
よ
く
な
る
こ
と
を
あ
つ
ま
に
し
ら
へ
て
か
き
あ
は
せ
に

き
は
ゝ
し
く
ひ
き
な
す
な
り

と
あ
り
、
全
体
の
行
文
は
当
該
箇
所
と
直
後
の

｢

あ
つ
ま
を｣

以
外
は

定
家
本
に
一
致
す
る
。
お
そ
ら
く
は
定
家
本
系
統
の
本
文
に
河
内
本
系

統
が
接
触
し
て
生
成
さ
れ
た
本
文
で
あ
ろ
う
が
、
肖
柏
本
に
は
、

〈
肖
柏
本
〉
よ
く
な
る
さ
う
の
こ
と
に
あ
つ
ま
を
し
ら
へ
て
か
き
あ

は
せ
に
き
は
ゝ
し
く
ひ
き
な
ら
す
也

と
あ
り
、
傍
線
を
付
し
た
一
文
字
に
違
い
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

琴
の
調
弦
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、｢

こ
と
の
／
こ
と
に
／
こ
と
を｣

＋

｢

あ
つ
ま
を
／
あ
つ
ま
に｣

の
組
み
合
わ
せ
で
は
、｢
こ
と
に

(

を)

＋

あ
つ
ま
に

(

を)｣

が
や
ゝ
不
適
で
あ
る
ほ
か
は
矛
盾
を
生
じ
な
い
。

こ
の

｢

の｣

の
由
来
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
が
、
肖
柏
本
に
近
親

す
る
親
本
や
祖
本
の
異
文
を
そ
の
ま
ゝ
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

261

｢

ね
ひ
た
ま
ひ
に
た
れ
と｣

は
、
河
内
本

｢

す
こ
し
ね
ひ
た
ま
ひ

に
た
れ
と｣

と
定
家
本

｢

ね
ひ
に
た
れ
と｣

の
折
衷
的
本
文
の
よ
う
に

見
え
る
。
こ
の
あ
た
り
の
行
文
は
、

〈
鶴
見
本
〉
女
御
の
み
け
は
ひ
の
ね
ひ
た
ま
ひ
に
た
れ
と
あ
く
ま
て

よ
う
い
あ
り
て
あ
て
に
ら
う
た
け
な
り

〈
定
家
本
〉
女
御
の
御
け
は
ひ
ね
ひ
に
た
れ
と
あ
く
ま
て
よ
う
い
あ

り
あ
て
に
ら
う
た
け
な
り

〈
尾
州
家
本
〉
女
御
の
御
け
は
ひ
の
す
こ
し
ね
ひ
た
ま
ひ
に
た
れ
と

よ
う
い
あ
り
あ
く
ま
て
あ
て
や
か
に
ら
う
た
け
な
り

〈
肖
柏
本
〉
女
御
の
御
け
は
ひ
す
こ
し
ね
ひ
た
ま
ひ
に
た
れ
と
あ
く

ま
て
よ
う
い
あ
り
て
あ
て
に
ら
う
た
け
也

と
な
っ
て
お
り
、
鶴
見
本
は
全
体
と
し
て
も
折
衷
的
で
あ
る

(

こ
の
点

で
は
肖
柏
本
も
同
様)

。
要
は
桐
壺
院
の
女
御
で
あ
っ
た
麗
景
殿
へ
の

敬
意
表
現
の
あ
り
よ
う
で
あ
り
、
定
家
本
は

｢

御
け
は
ひ｣

で
充
分
に

つ
く
さ
れ
て
い
る

(

同
じ
く
桐
壺
院
の
御
子
で
あ
る
源
氏
自
身
と
の
比

較
で
、
重
く
も
軽
く
も
な
い)

と
の
判
断
で
あ
ろ
う
し

(

こ
の
行
文
そ

の
も
の
は

｢

な
と
思
い
て
き
こ
え
給
に
つ
け
て
も
む
か
し
の
こ
と
か
き

つ
ら
ね
お
ほ
さ
れ
て
う
ち
な
き
た
ま
ふ｣

と
源
氏
を
主
体
的
な
敬
意
対

象
と
し
て
叙
述
さ
れ
る
が
、
先
の
叙
述
は
源
氏
の
心
中
語
で
あ
る

(

�))

、

河
内
本
は
こ
の
部
分
も
外
側
か
ら
の
叙
述
と
し
て

｢

少
し
お
年
を
召
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
が｣

と
表
現
を
緩
和
す
る
と
ゝ
も
に
敬
意
表
現
も
添

え
て
い
る
が
、
こ
ゝ
は
定
家
本
の
よ
う
に
源
氏
の
心
中
と
し
て

｢

年
を

取
っ
た
な
あ
、
だ
け
ど｣

と
い
っ
た
感
懐
の
表
現
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る(｢
あ
く
ま
で｣

は
や
は
り
、｢

あ
て
や
か
に｣

で
は
な
く
、
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｢
よ
う
い
あ
り｣

に
掛
か
っ
て
欲
し
い
の
と
同
様
に)

。
本
文
と
し
て
は

や
は
り
肖
柏
本
が
も
っ
と
も
近
く
、｢

す
こ
し｣

の
有
無
の
み
の
違
い

で
あ
る

(
こ
れ
に
よ
っ
て
独
自
異
文
と
な
る)

が
、
や
は
り
こ
の
よ
う

な
定
家
本
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
河
内
本
的
要
素
を
取
り
込
ん
だ
、

多
様
性
を
持
っ
た
折
衷
的
本
文
が
中
世
末
〜
近
世
初
期
頃
に
は
流
通
し

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

(
そ
の
代
表
が
肖
柏
本
で
あ
り
、
鶴
見
本
で

あ
ろ
う)

。

395｢

あ
ら
ね
は
や｣

は
、
や
ゝ
特
殊
な
本
文
で
あ
り
、
陽
明
文
庫
本
・

伝
為
明
筆
本
・
日
大
三
条
西
家
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
・
米
議
会
本
と
言

経
本
訂
正
前
本
文

(

左
傍
本
文
も)

が

｢
あ
ら
ね
は
に
や｣

と
い
う
近

似
本
文
を
持
ち
、
河
内
本
系
統
に
肖
柏
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
を
加

え
た
グ
ル
ー
プ
が

｢

あ
ら
ね
は｣

と
す
る
本
文
を
持
つ

(
脱
文
�
参
照

↓
定
家
本
系
統
は｢

あ
ら
す｣)

。
393
〜
394｢

お
し
な
へ
た
る
き
は
に
し｣

の
一
致
か
ら
は
、
こ
の
箇
所
の
鶴
見
本
の
本
文
は
河
内
本
系
統
を
ベ
ー

ス
に
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
395
の
異
同
そ
の
も
の
は
別
本
で
あ
る

陽
明
文
庫
本
の
示
す
本
文
の
影
響
下
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
陽
明
文

庫
本
と
同
居
す
る
そ
の
他
の
伝
本
は
、
言
経
本
訂
正
前
本
文
が
別
本
と

認
識
さ
れ
る
以
外
は
定
家
本
系
統
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
肖

柏
本
と
同
様
に
少
し
く
正
統
的
で
な
い
本
文
を
含
ん
だ
も
の
で
も
あ
り
、

鶴
見
本
の
本
文
は
古
本
系
別
本
に
直
接
取
材
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ

う
し
た
定
家
本
系
統
の
非
主
流
派
的
伝
本
と
の
交
流
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
ベ
ー
ス
と
見
え
る
河
内
本
系
統
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
ら
を
直
接
に
摂
取
し
た
も
の
で
は
な
く
、
肖
柏
本
の
よ
う
な

折
衷
的
本
文
か
ら
流
入
し
た
と
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
意
味
的

な
差
異
に
つ
い
て
は
脱
文
�
で
述
べ
た
が
、
当
該
箇
所
に
関
連
し
て
は

｢

に
や｣

と
い
う
語
が
受
け
る

(

地
の
文
の
女
房
視
点
の
忖
度
の)

範

囲
の
違
い
で
あ
り
、｢

あ
ら
ね
ば
に
や｣

｢

あ
ら
ね
ば
や｣

の
形
で
は

｢

並
の
身
分
で
は
な
い
の
で
か｣

と
女
君
達
の
気
持
ち
は
女
房
の
分
際

で
は
想
像
す
る
し
か
な
い
＝
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、｢

折
々
に
つ

け
て
ご
自
分
の
立
場
を
情
け
な
い
お
思
い
に
な
る
方
も
な
く
、
み
に
く

い
振
る
舞
い
も
な
さ
ら
な
い｣

と
な
る

(

育
ち
の
良
さ
が
齎
す
消
極
的

均
衡
の
推
定
で
あ
る)

。
定
家
本
で
は

｢

に
や｣

の
位
置
は

｢

い
ふ
か

ひ
な
し
と
お
ほ
さ
る
ゝ
は
な
け
れ
は
に
や｣

に
移
動
し
、
ど
の
よ
う
な

場
面
で
も

｢

自
分
を
取
る
に
足
り
な
い
と
お
思
い
に
な
る
方
は
な
い
か

ら
か｣

と
、
女
君
た
ち
個
々
の
積
極
的
自
己
肯
定
を
背
景
と
し
て
想
定

す
る
こ
と
で
、
自
身
の
品
位
を
下
げ
る
よ
う
な

｢

に
く
い
け

(

見
苦
し

い
振
る
舞
い)｣

の
な
い
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
、
源
氏
を
め
ぐ
る

女
性
達
の
仲
睦
ま
じ
さ
を
積
極
的
＝
意
志
的
均
衡

(｢

み
な｣

で
は
な
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く
｢

わ
れ
も
人
も｣

と
あ
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る)

と
し
て
讃
嘆
す

る
表
現(｢

な
り
け
り｣)

に
落
ち
着
く(

河
内
本
が｢

に
く
い
け
な
く｣

を
欠
き
、｢
や
う
な
り｣

と
結
ば
れ
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る)

。
の
ち

に
六
条
院
へ
と
収
斂
し
て
行
く
第
一
部
の
物
語
世
界
の
あ
り
よ
う
か
ら

は
、
定
家
本
の
表
現
結
構
の
方
が
ふ
さ
わ
し
く
思
わ
れ
る

(

古
形
を
存

す
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て)

。

398

｢

ゆ
う
に｣

は
直
後
に
欠
落
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
直
前
の
本
文

は
河
内
本
系
統
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
ゝ
も

｢

い
ふ
か
ひ
な
し
な
と｣

と
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、｢
に｣
は
欠
落
後
の
本
文
に
属
さ
せ

る

(

404

｢(

に)

な
さ
け
を
は｣)

と
し
て
も
独
自
異
文
で
あ
る
こ
と
は

変
わ
ら
な
い

(

402
〜
403

｢

わ
れ
も
人
も｣

↓
諸
本
異
同
ナ
シ
。
403
末
尾

と
す
れ
ば

｢

人
に｣

と
な
り
、
独
自
異
文)

。
予
想
さ
れ
る

｢

い
ふ
に

か
ひ
な
し
な
と｣

で
あ
っ
て
も
、
行
文
的
に
は
矛
盾
し
な
い
が
、
そ
の

依
っ
て
来き

た

る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
５
例
は
、
先
の
肖
柏
本
に
収
束
す
る
異
同
と
は
異
な
る
が
、

そ
れ
で
も
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
と
い
っ
た
古
本
系
別
本
と
直
接
に
繋

が
る
＝
並
立
す
る
類
の
異
同
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
独
自
異
文

の
う
ち
３
例
は
脱
文
箇
所
に
接
続
・
近
接
す
る
も
の
で
、
祖
本
に
お
け

る
混
乱
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
異
同
の
あ

り
よ
う
は
、
定
家
本
系
統
を
ベ
ー
ス
と
し
て
河
内
本
系
統
や
系
統
不
明

な
異
同
を
持
つ
本
文
を
取
り
込
ん
だ
、
か
な
り
混
沌
と
し
た

(

一
見
す

る
と
別
本
じ
み
た)

伝
本
で
あ
る
。
そ
の
生
成
は
正
統
的
な
本
文
の
希

求
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
か
な
り
自
由
な
本
文
の
取
捨
選
択
の
結

果
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
の
と
こ
ろ
鶴
見
本
の

独
自
異
文
で
あ
る
が
、
も
っ
と
広
範
に
調
査
伝
本
の
網
を
拡
げ
て
行
け

ば
、
或
い
は
ど
こ
か
で
同
じ
異
同
を
目
に
す
る
機
会
も
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
こ
れ
ら
の
異
同
は
少
な
く
と
も
古
本
系
別
本
と
は
出
自
を
異
に

し
、
そ
の
出
自
を
手
繰
っ
て
行
け
ば
、
お
そ
ら
く
は
中
世
後
期
の
連
歌

師
に
よ
る
源
氏
物
語
講
説
な
ど
に
行
き
着
く
こ
と
が
推
測
さ
れ

(

�)

、
そ
こ

で
生
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
中
に
、
こ
う
し
た
特
異
本
文
が
紛
れ
て
い

る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
遍
く
広
く
校
合
の
対
象

(

注
釈
書
な
ど
も
含

め
て)

を
拡
げ
て
行
け
ば
、
ど
こ
か
に
兄
弟
本
な
ど
の
痕
跡
が
存
在
す

る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
は
、
前
田
家
山
科
言
経
筆
本
の
校
合
本
文
の
存

在
な
ど
か
ら
も
予
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵

｢

花
散
里｣

を
分
類

す
る
と
す
れ
ば
、
定
家
本
系
統
の
下
部
分
類
の
一
系
統
で
あ
る

｢

肖
柏

本
系
統｣

(
定
家
本
系
異
本
第
□
類
と
い
っ
た
分
類
も
可
能
で
あ
ろ
う)

に
属
す
る
＝
並
立
す
る(

肖
柏
本
よ
り
は
定
家
本
系
統
の
要
素
が
濃
い
＝
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河
内
本
の
要
素
の
薄
い)

一
伝
本
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(

肖
柏
本
と
は

共
通
の
祖
本
を
持
つ
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
�
�
の
祖
本
が

河
内
本
と
の
接
触
を
持
つ
以
前
に
遡
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る)

。

｢

別
本｣
は
、
そ
の
名
称
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、
陽
明
文
庫
本
に
代

表
さ
れ
る
古
本
系
別
本
と
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
の
一
部
な
ど
の
非
古
本

系
別
本
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
定
家
本
系
統
の
伝
本
が
直
接
・

間
接
に
河
内
本
系
統
と
接
触
＝
融
合
し
て
成
立
し
た
祖
本
が
想
定
さ
れ

る
鶴
見
本
の
よ
う
な
性
格
の
伝
本
を
、
あ
え
て

｢

別
本｣

の
枠
に
押
し

込
む
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。
も
し
、
鶴
見
本
を

｢

別
本｣

と
す

る
な
ら
ば
、
肖
柏
本
も
同
じ
く

｢

別
本｣
た
る
資
格
を
充
分
に
備
え
て

い
る
こ
と
は
、
鶴
見
本
が
な
け
れ
ば
肖
柏
本
の
独
自
異
文
で
あ
っ
た
異

同
や
僅
少
異
文
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
い
た
ず
ら
に

｢

別

本｣

の
枠
を
拡
げ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。
系
統
分
類
を
試
み

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
は
一
つ
一
つ
の
伝
本
が

統
一
さ
れ
た
物
語
世
界
観
で
読
め
る
か
ど
う
か

(

読
め
な
い
と
す
れ
ば

ど
う
し
て
か)

を
問
う
こ
と
が
、
少
な
く
と
も

『

源
氏
物
語』

に
お
け

る
伝
本
研
究
の
正
統
的
な
あ
り
方
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
本
稿

の
考
察
は
非
常
に
不
充
分
な
論
述
に
終
始
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
提

起
し
た
結
論
に
つ
い
て
も
、
多
分
に
近
視
眼
的
の
誹
り
を
免
れ
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
憂
い
つ
ゝ
、
批
正
を
俟
ち
た
い
。

〈

注〉

(

１)

拙
稿

｢

伝
寂
蓮
筆
源
氏
物
語
切

｢

花
散
里｣

の
性
格｣

(『

女
子
大
國

文』

第
百
七
十
四
号
、
令
和
六2024

年
一
月)

参
照
。

(

２)

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編

『

源
氏
物
語
別
本
集
成』

第
三
巻

｢

葵
〜
須
磨｣

(

桜
楓
社
、
平
成
二1990

年
十
月)

。

(

３)

岡
嶌
偉
久
子

『

源
氏
物
語
写
本
の
書
誌
学
的
研
究』

(

お
う
ふ
う
、

平
成
二
十
二2010

年
四
月)

第
二
章

｢

麦
生
本
源
氏
物
語｣

第
二
節

｢

麦
生
本
と
阿
里
莫
本｣

参
照
。
な
お
、
豊
島
秀
範

｢『

源
氏
物
語』

本

文
の
実
態
―
吉
川
史
料
館
蔵

(

毛
利
家
伝
来
・
大
内
家
伝
来)

『

源
氏

物
語』

を
中
心
に
―｣

(

豊
島
秀
範
編

『

源
氏
物
語
本
文
の
研
究』

[

國

學
院
大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
発
行
〈
非
売
品
〉、
平
成
二
十
三2011

年
三
月]

Ⅰ

｢

研
究
篇｣

所
収)

２

｢｢

花
散
里｣

巻
の
冒
頭
場
面
に

見
ら
れ
る
本
文
の
特
質｣

で
は
、｢

従
来
の
分
類｣

と
し
て
陽
明
文
庫

本
・
保
坂
本
・
米
議
会
本
を
別
本
と
し
、
そ
の
分
析
か
ら
は
河
内
本
と

青
表
紙
本
・
別
本
に

｢

二
極
化
さ
れ
た
本
文
表
記
と
な
っ
て
い
る｣

と

結
論
さ
れ
る
。

(

４)

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編

『

源
氏
物
語
別
本
集
成
続』

第
三
巻

｢

葵
〜
須
磨｣

(

お
う
ふ
う
、
平
成
十
八2006

年
九
月)

。

(
５)
池
田
利
夫

『

源
氏
物
語
回
廊』

(

笠
間
書
院
、
平
成
二
十
一2009

年

十
二
月)

第
一
編

｢

源
氏
物
語
を
歩
む｣

第
十
五
章

｢

鶴
見
大
学
蔵
源

氏
物
語
伝
本
解
説｣

(

初
出｢

特
定
テ
ー
マ
別
蔵
書
目
録｢

源
氏
物
語｣｣
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[

鶴
見
大
学
図
書
館
、
平
成
五1993

年
三
月])

に
依
る
。

(
６)

鶴
見
本
は
、
一
々
の
改
行
を
除
き
、｢

別
本
集
成
続｣

の
異
同
表
記

に
よ
っ
て
、
改
行
箇
所
を
含
め
て
全
文
の
翻
刻
本
文
の
再
建
が
可
能
で

あ
り
、
手
元
で
作
成
し
た
も
の
に
依
っ
た
。

(

７)

鶴
見
本

｢
花
散
里｣

に
つ
い
て
は
、｢

｢

ほ
と
ゝ
き
す
か
た
ら
ふ
こ

・
・
・
・

ゑ
は｣

一
首
の
圏
点
部
の
よ
う
な
独
自
異
文

(『

大
成』

に
よ
る
と
諸

系
統
本
す
べ
て

｢
こ
と
ゝ
ふ｣

と
あ
る
が
、
但
し
青
表
紙
本
系
の
版
本

｢

首
書
源
氏｣

に
の
み

｢
か
た
ら
ふ｣

と
あ
り)

が
見
え
る
の
で
、
注

目
す
べ
き
別
本｣

(

前
掲
注
５)

と
解
説
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
訂
正
の
要
が
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
拙
稿

(

注
１)

に
詳
述
し
た
通
り

で
あ
る

(

初
出
執
筆
時
点
で
は

｢
別
本
集
成
続｣

当
該
巻
が
未
刊
行
で

あ
っ
た
こ
と
は
考
慮
さ
れ
る
が
、
少
し
く
調
査
範
囲
を
拡
げ
て
み
れ
ば
、

｢

か
た
ら
ふ｣

型
が
中
世
末
〜
江
戸
期
に
か
け
て
は
極
め
て
普
通
の
本

文
で
あ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
知
ら
れ
る)

。

(

８)

加
藤
洋
介
編

『

河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成』

(
風
間
書
房
、
平
成

十
三2001

年
二
月)

に
依
る
。

(

９)

池
田
龜
鑑
編
著

『

源
氏
物
語
大
成』

第
二
冊
・
校
異
篇

(
中
央
公
論

社
、
昭
和
五
十
九1984

年
十
一
月
普
及
版
初
版)

に
依
る
。

(

�)

前
田
家
育
�
會
尊
経
閣
文
庫
編

『

青
表
紙
本
原
本

源
氏
物
語

花
ち

る
さ
と
／
か
し
は
木

二
帖』

(

原
装
影
印

古
典
籍
覆
製
叢
刊
、
雄
松
堂

書
店
、
昭
和
五
十
三1978

年
十
一
月)

所
収
の
影
印
に
依
る
。

(

�)

東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
第
一
巻

『

源
氏
物
語

(

明
融
本)

Ⅰ』
(

東
海
大
学
出
版
会
、
平
成
二1990

年
六
月)

所
収
の
影
印
に
依

る
。｢

大
成｣

の

｢

花
散
里｣

に
使
用
さ
れ
る
略
号

｢

明｣
(

天
理
図
書

館
蔵
伝
二
条
為
明
筆
本)

は｢

別
本
集
成
続｣

で
は
略
号｢

為｣

と
な
っ

て
お
り
、
紛
ら
わ
し
い
が
、
本
稿
で
は
明
融
本
を
示
す
略
号
に

｢

明｣

を
用
い
、
伝
為
明
筆
本
は

｢

為｣

と
す
る
。

(

�)
｢

書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム｣

に
公
開
さ
れ
る

画
像
に
依
る

(https://shoryobu.kunaicho.go.jp/)

。
略
号
は
、

大
阪
大
学
文
学
部
加
藤
洋
介
研
究
室
編

｢

源
氏
物
語
校
異
集
成

(

稿)｣

(

以
下
、｢

校
異
集
成
稿｣

と
略
記
↓https://w

w
w
2.kansai

u.ac.j

p/ok_m
atsu/index.htm

ll)

が
用
い
る

｢

証｣

に
し
た
が
う
。

(

�)

池
田
和
臣
編
・
解
説

『

飯
島
本
源
氏
物
語』

第
二
巻

(

笠
間
書
院
、

平
成
二
十
一2009

年
一
月)

所
収
の
影
印
に
依
る
。｢

解
説｣

に

｢

飯

島
本
花
散
里
巻
は
ほ
ぼ
河
内
本
と
一
致
し
て
い
る｣

と
あ
る
通
り
、
小

異
は
あ
る
も
の
ゝ
河
内
本
系
統
の
一
本
で
あ
る
。

(

�)

国
立
国
語
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
る

｢

米
国
議
会
図
書

館
蔵『

源
氏
物
語』

翻
字
本
文｣

(｢

花
散
里｣

翻
字
担
当
、
斎
藤
達
哉
・

菅
原
郁
子
・
来
山
佳
純
、
平
成
二
十
三2011

年
三
月
二
十
四
日
公
開
、

平
成
二
十
五2013

年
十
一
月
十
二
日
更
新)

に
依
る

(https://m
m

srv.ninjal.ac.jp/L
C
genji/)

。
菅
原
郁
子

『

源
氏
物
語
の
伝
来
と
享

受
の
研
究』

(

武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
八2016

年
二
月)

第
二
篇

｢

室
町
期
に
お
け
る

『

源
氏
物
語』

本
文
の
伝
来
と
享
受｣

第
五
章

｢

米
国
議
会
図
書
館
蔵

『

源
氏
物
語』

の
本
文

麗
子
本
対
校
五
辻

諸
仲
筆
本
の
出
現

｣

参
照
。

(
�)
上
記
二
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館

｢

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

に
公

開
さ
れ
る
画
像
に
依
る

(https://kokusho.nijl.ac.jp/)

。
同
本
に

関
連
し
て
は
、
菅
原
郁
子
前
掲
書

(

注
�)

第
二
篇
第
一
章

｢

伝
正
徹
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筆

『

源
氏
物
語』

の
伝
来
と
奥
書｣

・
第
二
章

｢

正
徹
本
の
本
文

国
文
研
本
・
京
都
女
子
大
本
・
慶
應
大
本
・
書
陵
部
本
を
中
心
に｣

参

照
。
書
陵
部
本
は

｢

校
異
集
成
稿｣

の
略
号

｢

徹｣

に
し
た
が
い
、
国

文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
は

｢

研｣

と
し
た
。

(

�)

大
正
大
学
附
属
図
書
館

｢

Ｏ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス｣

に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る(https://jm

apps.ne.jp/tais/index.

htm
l)

。
同
本
に
つ
い
て
は
、
上
野
英
子

｢

大
正
大
学
蔵

『

源
氏
物
語』

に
つ
い
て｣

(『

源
氏
物
語
研
究』

第
７
号

[

翰
林
書
房
、
平
成
十
四
年

2002

年
四
月])

参
照

(｢
花
散
里｣

に
つ
い
て
は

｢

一
部
に
河
内
本
系

本
文
が
流
入｣

と
あ
る)

。

(

�)

諸
本
の
略
号
と
略
称
は
以
下
の
通
り

(｢

大
成｣
｢

河
内
本
集
成｣

略

号

｢

宮｣

は

｢

別
本
集
成
続｣

に
略
号

｢
高｣

と
し
、｢

別
本
集
成
続｣

に
し
た
が
っ
た)

。｢

尾｣
｢

御｣

は

｢

河
内
本
集
成｣

｢

別
本
集
成｣

に

共
通
す
る
が
、
校
異
本
文
の
掲
出
に
は

｢

別
本
集
成｣

を
用
い
た
。

定

定
家
本

(

尊
経
閣
文
庫
蔵)

明

明
融
本

(

東
海
大
学
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵)

証

書
陵
部
三
条
西
家
証
本

(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵)

飯

飯
島
本

(

春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵)

米

米
議
会
本

(

米
国
議
会
図
書
館
蔵)

徹

書
陵
部
正
徹
本

(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵)

研

国
文
研
正
徹
本

(

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵)

正

大
正
大
学
本

(

大
正
大
学
図
書
館
蔵)

[

以
下
、｢

別
本
集
成｣]

古

大
島
本

(

古
代
学
協
会
蔵)

陽

陽
明
文
庫
本

(

陽
明
文
庫
蔵)

御

御
物
本

(

東
山
御
文
庫
蔵)

麦

麦
生
本

(

天
理
図
書
館
蔵)

阿

阿
里
莫
本

(

天
理
図
書
館
蔵)

尾

尾
州
家
河
内
本

(

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵)

[

以
下
、｢

別
本
集
成
続｣]

国

国
冬
本

(

天
理
図
書
館
蔵)

肖

肖
柏
本

(

天
理
図
書
館
蔵)

為

伝
為
明
筆
本

(

天
理
図
書
館
蔵)

鶴

鶴
見
大
学
本

(

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵)

↓
鶴
見
本

日

日
大
三
条
西
本

(

日
本
大
学
蔵)

伏

伏
見
天
皇
本

(

古
典
文
庫)

穂

穂
久
邇
文
庫
本

(

穂
久
邇
文
庫
蔵)

保

保
坂
本

(

東
京
国
立
博
物
館
蔵)

前

前
田
家
言
経
本

(

尊
経
閣
文
庫
蔵)

↓
言
経
本

高

高
松
宮
本

(

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵)

天

天
理
河
内
本

(

天
理
図
書
館
蔵)

[

以
下
、｢

河
内
本
集
成｣]

七

七
毫
源
氏

(

東
山
御
文
庫
蔵)

平

平
瀬
本

(

文
化
庁
蔵)

大

大
島
河
内
本

(

中
京
大
学
図
書
館
蔵)

鳳

鳳
来
寺
本

(

愛
知
県
新
城
市
鳳
来
寺
蔵)

兼

一
条
兼
良
奥
書
本

(

天
理
図
書
館
蔵
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵)

↓
兼
良
奥
書
本
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岩

岩
国
吉
川
家
本

(

吉
川
史
料
館
蔵)

↓
吉
川
本

[

以
下
、｢

大
成｣]

横

横
山
本

(

横
山
敬
次
郎
氏
蔵
↓
所
在
不
明)

(

�)
使
用
す
る
校
異
符
号
は
以
下
の
通
り

(

合
点

[

＼]

に
つ
い
て
は

｢

別
本
集
成｣

に
倣
い

｢

＝｣

を
付
さ
な
い
。

＝(

傍
書)
＋(

補
入
・
記
号
あ
り)

±

(

補
入
・
記
号
な
し)

＄

(

ミ
セ
ケ
チ)

＆

(

な
ぞ
り)

△

(

不
明)

｣
(

改
行)

(

�)

音
便
に
関
わ
る
異
同
で
は

｢

す
く
し
―
す
く
い

(

ひ)｣
(

037
・
215
・

406)

は
異
同
と
し
て
計
上
し
た
。
そ
の
他(｢

む
／
ん｣
｢

ん
／
不
記
載｣

ウ
音
便
等)

の
音
便
や
、
虫
損
等
に
よ
る
不
読
箇
所
で
異
同
と
し
て
孤

立
す
る

(

ほ
か
に
異
同
が
見
当
た
ら
な
い)

も
の
、
意
味
不
通
箇
所

(

〈
マ
マ
〉)

に
つ
い
て
は
、
手
元
の
異
同
表
に
は
※
を
付
し
て
掲
出
し

た
が
、
有
意
の
異
同
と
は
見
做
さ
な
か
っ
た

(
書
入
の
有
無
や
そ
の
異

同
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る)

。
以
下
に
、
※
を
付
し
た
文
節
番
号
を

掲
げ
て
お
く
。
↓
�
箇
所

(

001
・
016
・
022
・
027
・
036
・
038
・
055
・
063
・

073
・
076
・
078
・
082
・
088
・
092
・
100
・
116
・
127
・
129
・
144
・
151
・
161
・
169
・

181
・
184
・
186
・
196
・
200
・
223
・
236
・
237
・
243
・
257
・
271
・
295
・
300
・
304
・

324
・
348
・
360
・
364
・
365
・
382)

。

(

�)

源
氏
物
語
研
究
に
於
け
る
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
と
し
て
の

｢

別
本｣

は
、
池
田
亀
鑑
氏
が

｢

一
、
別
本
は
�
表
紙
本
・
河
内
本
の
形
態
・
性

格
確
立
後
に
明
ら
か
と
な
る
べ
き
こ
と｣

と
し
た
段
階
で
、
学
術
的
に

は
そ
の
独
立
性
を
放
棄
し
た
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う

(

池
田
龜
鑑
編
著

『

源
氏
物
語
大
成』

第
十
二
冊
・
研
究
篇

[

中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十

1985

年
九
月
普
及
版
初
版
に
依
る])

。
氏
が
別
本
の
性
格
と
し
て
最
後

に

｢

七
、
別
本
の
呼
稱
中
に
包
括
さ
れ
る
諸
本
は
、
殆
ど
系
統
的
整
理

が
加
え
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と｣

と
述
べ
る
通
り
、
個
々
の
伝
本
の
整
理

は

｢

今
後
の
研
究｣

に
託
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
氏
が
別
本
と
し

て
四
種
に
分
け
ら
れ
た
う
ち
、｢

一
、
河
内
本
成
立
以
前
の
古
傳
本
で

あ
る
場
合｣

と
い
う
表
記
か
ら
、
こ
れ
ら
を

｢

古
伝
本
系｣

と
呼
び
習

わ
し
て
い
る
が
、
伝
本
整
理
上
の
用
語
と
し
て

｢

古
伝
本｣

の
語
を
用

い
る
こ
と
に
は
少
し
く
抵
抗
を
覚
え
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

『

拾
遺
和
歌
集』

な
ど
で
用
い
ら
れ
る

｢

古
本
系
異
本｣

と
い
っ
た
用

語
を
参
考
に
し
て
、｢

古
本
系
別
本｣

と
呼
称
す
る
方
が
心
理
的
＝
生

理
的
抵
抗
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

(

定
家
本
系
統
の
成
立
を
遡
る

同
系
統
の
伝
本
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
定
家
本
自
体
が

｢

古
本
系
別
本｣

の
下
部
分
類
の
一
系
統
に
位
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る)

。｢

二
、
河

内
本
成
立
以
後
の
混
成
本
文
を
有
す
る
傳
本
で
あ
る
場
合｣

の
う
ち
、

｢

イ
、
�
表
紙
本
と
河
内
本
と
の
混
成｣

に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
幹
本

文
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
ど
ち
ら
か
の
系
統
に
属
さ
せ
る
べ
き
で

あ
り
、｢

別
本｣

の
範
囲
に
含
め
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。｢

ロ
、

�
表
紙
本
と
古
傳
本
と
の
混
成｣

・｢

ハ
、
河
内
本
と
古
傳
本
と
の
混
成｣

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を

｢

非
古
本
系
別
本｣

と
し
て
括
っ
た
上
で
、

下
部
分
類
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
・
四
と
し
て
掲
げ
る
本
文
に
つ

い
て
は
、
そ
の
性
格
や
成
立
を
考
慮
し
て
、
上
記
の
い
ず
れ
か
に
関
連

付
け
る
こ
と
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
ほ
ゞ
定
着
し
て
い
る
テ
ク
ニ
カ

ル
タ
ー
ム
に
異
を
唱
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一

案
と
し
て
、
本
稿
に
お
け
る
立
ち
位
置

ス

タ

ン

ス

を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

(

�)

前
掲
書

(

注
�)

所
収
の
影
印
に
依
る
。
本
稿
で
は
、｢

定
家
本｣
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は
定
家
自
筆
本
・
定
家
監
督
本
を
指
す
が
、
系
統
判
別
の
折
に

｢

河
内

本｣

と
対
立
さ
せ
る
形
で
定
家
本
系
統
を

｢

定
家
本｣

と
略
記
す
る
場

合
が
あ
る
。

(

�)
本
稿
に
お
け
る
調
査
範
囲
は
、
第
一
稿
成
稿
時
点

(

令
和
五2023

年
九
月
末
日
現
在)

で

｢

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

を
始
め
と
し
て
各
所

蔵
諸
機
関
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
画
像
を
無
償
公
開
す
る
も
の
に
限
っ

た
の
で
、
閲
覧
許
可
申
請
の
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
な
い

(

参
照
し
た
一
々
の
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
が
膨
大
と
な

る
の
で
省
略
に
し
た
が
い
た
い)

。
(

�)

鄭
貞
美｢

日
本
語
に
お
け
る
接
頭
語｢

御｣

に
付
く
語
彙
に
つ
い
て
―

｢

ミ｣

の
派
生
の
諸
側
面
―｣

(『
東
ア
ジ
ア
研
究

(

大
阪
経
済
法
科
大

学
ア
ジ
ア
研
究
所)』

第
�
号
、
平
成
二
十
五2013

年
十
二
月)

参
照
。

堺
出
身
の
連
歌
師
な
ど
が
そ
の
候
補
に
上
が
ろ
う
。

(

�)

050
〜
053
の
脱
文
箇
所
を
挟
ん
で
056
の
前
後
の
異
同
の
内
、
定
家
本
・

河
内
本
系
統
が
対
立
す
る
の
は
、
直
近
で
は
、

048
○
×
さ
す
か
に(

鶴
定
古
明
三
陽
御
国
肖
為
日
伏
穂
保
前
米[

横])

―

ナ
シ

(

麦
阿
尾
高
天
飯
七
平
大
鳳
兼)

・
さ
す
か

(

岩)

068
○
×
思
い
て(

鶴
定
肖
日
伏[

横])

・
お
も
ひ
い
て(

古
三
陽
国
保)
・

思
ひ
い
て

(

為
前)

・
お
も
ひ
出

(

米)

・
お
も
＝
花
散

ひ
い
て

(

明)
―

お
も
ひ

(

穂)

・
思
て

(

御)

・
お
も
ほ
し
い
て

(

麦
尾
高
飯

[

七

平
鳳
兼
岩])

・
お
も
ほ
し
出

(

阿)

・
お
ほ
し
い
て

(

天

[

大])

の
２
箇
所
で
、
と
も
に
鶴
見
本
は
定
家
本
系
統
と
一
致
し
て
い
る
が
、

そ
の
少
し
外
側
に
は
、

040
△
三

の

君

も

＼
〈
朱
合
点
〉
＝
花
チ
ル
里
〈
朱
〉(

鶴)

・
三
の
君
も(

尾
高
天[

七
平
大
兼
岩])

・

三
の
き
み
も

(

飯)

・
三
君
も

(

麦
阿)

・
三
宮＄
君

も

(

鳳)

―
三
位

の
君
も

(

米)

・
三
の
き
み

(

定
御
日

[

横])

・
三
の
君

(

明
陽

為
伏
穂)

・
三
君

(

三
保)

・
三
の
君

＝

朧

(

国)

・
三
の
君

＝
花
ち
る
里
也

(

肖)

・

三
の
君

＝
花
散
里
也(

前
↓｢

＝
レ
イ
ケ
イ
殿
ノ
イ
モ
ウ
ト
也｣

〈
左
〉)

080
△
な
ら
す

(

鶴
尾
肖
高
天
飯
七
大
鳳
兼)

―
な
く

(

定
古
明
三
陽
御

麦
阿
国
為
日
伏
穂
保
前
米
岩
横)

と
鶴
見
本
と
河
内
本
系
統
の
一
致
を
示
す
異
同
が
存
在
す
る
。
あ
え
て

判
断
す
れ
ば
定
家
本
系
統
の
本
文

｢

御
心
を
の
み｣

か
ら
の

｢

を｣

の

脱
落
の
可
能
性
が
高
い
が
、
断
定
で
き
る
ほ
ど
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

(

�)

以
下
、
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、｢

花
散
里｣

の
引
用
本
文
は
尊
経

閣
文
庫
蔵
定
家
本

(

注
�)

の
影
印
に
依
る

(

た
ゞ
し
、
他
本
＝
他
系

統
と
の
対
比
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は

｢

定
家

本｣

と
明
記
す
る
。

(

�)

岡
嶌
偉
久
子

｢

源
氏
物
語
肖
柏
本

そ
の
書
誌
的
概
要
と
考
察

｣
(『

藝
文
研
究』

№
113
・
１｢

田
坂
憲
二
教
授
退
任
記
念
論
文
集｣

、

平
成
二
十
九2017

年
十
二
月)

。

(

�)

上
野
英
子

『

源
氏
物
語
三
条
西
家
本
の
世
界

室
町
時
代
享
受
史

の
一
様
相』

(

武
蔵
野
書
院
、
令
和
元2019

年
十
月)

第
三
部

｢

三
条

西
家
源
氏
物
語
の
世
界｣

第
一
篇

｢

焼
け
跡
か
ら
始
ま
っ
た
三
条
西
家

の
源
氏
研
究｣

参
照
。

(
	)

吉
岡
曠

『

源
氏
物
語
の
本
文
批
判』

(

笠
間
叢
書
274
、
笠
間
書
院
、

平
成
六1994

年
六
月)

第
四
章

｢

青
表
紙
本
諸
本
の
性
格｣

二

｢

肖

柏
本
・
三
条
西
家
本｣

参
照
。
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(
�)

通
常
は

｢

す
く
れ
て
は
な
や
か
な
る
御
を
ほ
え
こ
そ
な
か
り
し
か
と

む
つ
ま
し
う
な
つ
か
し
き
か
た
に
は
お
ほ
し
た
り
し
物
を｣

を
源
氏
の

心
中
語
と
理
解
す
る
が
、｢

(

女
御
の
御
け
は
ひ)

ね
ひ
に
た
れ
と
あ

く
ま
て
よ
う
い
あ
り
あ
て
に
ら
う
た
け
な
り｣

も
源
氏
の
心
の
内
と
解

し
た
方
が
定
家
本
の
行
文
に
添
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。｢

廿
日
の
月｣

以
下
を

(｢
か
の
ほ
い
の
と
こ
ろ
は｣

以
下
も)

す
べ
て
地
の
文
と
す

れ
ば
、
河
内
本
の
よ
う
に

｢

ね
ひ
た
ま
ひ
に
た
れ
と｣

と
あ
る
方
が
わ

か
り
易
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、｢

よ
う
い
あ
り
・
あ
て
に
ら
う
た
け

な
り｣

と
い
っ
た
表
現
も
女
房
視
点
で
の
描
出
と
捉
え
る
よ
り
は
、
源

氏
の
内
心
の
感
懐
と
し
た
方
が
よ
り
深
み
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

(

�)

池
田
利
夫
氏
前
掲

｢

解
説｣

(
注
５)

に
は
、
鶴
見
本

｢

花
散
里｣

に
つ
い
て

｢

折
紙
列
帖
装
と
い
う
、
連
歌
書
な
ら
と
も
か
く
、
源
氏
物

語
に
は
珍
し
い
装
訂
の
う
え
に
、
本
文
を
毎
半
葉
七
行
に
、
室
町
時
代

後
期
の
連
歌
師
ら
し
い
書
風
に
写
す｣

と
あ
り
、
当
該
書
が
そ
う
し
た

連
歌
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
生
成
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と

を
、
書
誌
面
か
ら
も
明
確
に
示
唆
し
て
い
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
に
お
け
る
国
文
学
特
殊
講
義

｢

中
世
古
筆

切
研
究｣

(

令
和
五2023

年
度
後
期)

第
６
回

｢

鎌
倉
期
書
写
の
源
氏
物
語

切

(

一)

伝
寂
蓮
法
師
筆
切
二
種

｣
(

十
月
十
九
日
実
施)

の
オ
ン

ラ
イ
ン
版
テ
キ
ス
ト
の
一
部
を
元
に
し
て
成
稿
し
た
も
の
で
す
。
資
料
の
閲

覧
・
借
出
等
で
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
、

記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。(

京
都
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師)
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